
様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 展工 学学校校名名 香香川川県県立立志志度度高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 吉本剛志

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ ものづくりの基本と応用技術習得における知財創造と地域連携の推進

年年間間のの取取組組内内容容  時時

期期  

該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①創造・保護・活用の学習～ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶｰの特許調査～

創創造造

創創造造しし表表現現

すするる体体験験

レ 創造性を鍛える

②企業講師によるｽﾃﾝﾚｽ材料の溶接技能講習と知財創造ｾﾐﾅｰ

～地域企業と連携しうどん圧延器具の開発～

レ 情報を利用する能力

③人間とものづくりと発明～知的財産権制度の基礎から応用～ レ 発想・技術を表現する能力

④知的財産権学習交流会への参加～ﾏﾝﾀﾞﾗｰﾄ発想訓練～ レ 観察力を鍛える

⑤企業講師による危険予知からの発想訓練～安全器具の開発～ レ 技術を体系的に把握する能力

⑥企業講師による鉄鋼の突合せ溶接技能の高度化と知財創造

～ﾌﾗﾜｰｽﾀﾝﾄﾞやｶﾞｰﾃﾞﾝﾌｪﾝｽ、収納棚などの製作～

22..保保護護  

財財産産ととししてて

保保護護・・尊尊重重

すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

⑦競技用ﾛﾎﾞｯﾄの製作技術を活用した地域貢献できる装置の知財

創造～地域連携できる器具の調査と考案および製作～
レ 保護・尊重する意識

⑧企業講師による鍛造技能向上と知財創造を生み出す改善ｾﾐﾅ

ｰ～防災ﾘﾔｶｰや手押し台車の製作～
レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨学校内学科連携などを目標とする知財創造～商業科と連携し

地域の桐下駄廃材からコースターなどの商品開発～
レ 手続の理解

⑩圧力容器溶接作業技能向上による知財創造

～室内温度調整器具装置の調査と考案および製作～

33..活活用用  

社社会会でで活活用用

すするる知知恵恵とと

行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪問題発見・改善ｼｰﾄ等の活用

～学校内の落ち葉などの清掃装置や空調装置の製作～
レ 産業や経済との関係性の理解

⑫学校内部活動相互連携による知財創造～商品開発～ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの

理理解解

レ 制度の学習

⑬一年間のまとめ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

・校内に知財学習促進委員会を常設し、各学科の担当教員による知財の特別授

業を実施。知財を意識し興味を持つ生徒が 36％から 84％に向上。 

・ﾊﾟﾃｺﾝ応募に向け、先行文献調査や出願関係書類の作成の機会が増加し、表現

力の向上が見られる。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施  ■■特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的なな数数

値値ととととももにに記記載載ををおお

願願いいししまますす））  

・標準ﾃｷｽﾄや自作教材を用いた産業財産権制度の学習、ｱｲﾃﾞｱ創作訓練を特別講義で実施。 

・企業講師を招聘して知財ｾﾐﾅｰとものづくりの基礎技能講習を実施し、ﾊﾟﾃｺﾝ応募へ向けた作品の製作を行った。 

・地域の企業と学校内学科連携を行い、新商品の開発を行った。身近に存在する知財についての理解。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ①①]]  

成成果果

内内容容  

標準ﾃｷｽﾄや自作教材を用いた産業財産権制度の学習、ｱｲﾃﾞｱ創作訓練を特別講義で実施したため、生徒が知財の創造・ 

保護・活用について理解することができた。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・知財への意識や知識、積極性が向上した。 

・パテントコンテストへの応募に取り組むことにより、技術内容や図面により表現すること、J-PlatPat を用いて検索をすること

ができるようになった。 

そそのの

根根拠拠  

・アンケートの結果、知財制度の理解度が 24％から 64％へ向上した。 

・自ら創造したアイデア作品について、J-PlatPatを用いて検索をすることで、既存の権利との関係を確認することができた。 

今今後後のの課課題題 ・委員会を設置したが、指導教員の知財に関するスキルが不十分であり、学科を超えた取組が不足した。 

課課題題へへのの対対応応
・授業の中で身近にあるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶｰについての特許や商標について紹介することによって、保護・活用の領域についても触

れられるよう、授業の進め方を工夫した。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

写真１ 知的財産学習に関する教

材開発した内容の研究授業を受

講

写真２ 生徒がﾏﾝﾀﾞﾗｰﾄを用い

た発想訓練と保護、活用学習

写真３ 模型を活用しﾊ

ｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶｰの動力分割機

構の特許を理解

写真４ 学校内連携で商業科と共同製作

した焼き印と山西商店と共同開発したｵﾘ

ｼﾞﾅﾙｽﾏﾎｽﾀﾝﾄﾞ

写真５ 焼き印の温度を上げる

ための専用の保温炉の開発

写真６ 商業科がさぬき市人

権・同和教育研究大会で発表

写真７ 焼き印を施し

た桐下駄廃材を再利用

写真８ 地域連携でさぬき市立志度幼稚

園の依頼で製作したねこバス風遊具

写真９ 文化祭における授業で

製作したﾌﾗﾜｰｽﾀﾝﾄﾞの発表

写真 学校内改善活動の移

動式多機能収納棚の開発

写真 学校内改善活

動としての防災ﾘﾔｶｰ

写真 製作した防災用ﾘﾔｶｰ（骨組みの

周りに木材を取り付け）

写真 地域連携として手打ち

製麺所のうどん圧延機製作

写真 校内の落ち葉を再利

用するため腐葉土を収集

写真 落ち葉収納所

のｶﾌﾞﾄﾑｼを羽化の実験

写真 ﾏｲｺﾝｶｰやﾛﾎﾞｯﾄ製作の過程で開

発したｱｲﾃﾞｱや技術を様々な発明に応用

図１ 授業前アンケート結果

図２ 授業後アンケート結果

知財を学習したいですか
知財は社会で役立ちますか

ニュースで知財を意識しますか
商品を買う時、知財を意識し…

知財を意識していますか
よく意識している
意識している
努力している
意識しない

本日の授業後、知財を活用できそ…

知財を理解できましたか 確実にできる
できる
たぶんできる
できない
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 展工 学学校校名名 香香川川県県立立志志度度高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 吉本剛志

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ ものづくりの基本と応用技術習得における知財創造と地域連携の推進

年年間間のの取取組組内内容容  時時

期期  

該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①創造・保護・活用の学習～ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶｰの特許調査～

創創造造

創創造造しし表表現現

すするる体体験験

レ 創造性を鍛える

②企業講師によるｽﾃﾝﾚｽ材料の溶接技能講習と知財創造ｾﾐﾅｰ

～地域企業と連携しうどん圧延器具の開発～

レ 情報を利用する能力

③人間とものづくりと発明～知的財産権制度の基礎から応用～ レ 発想・技術を表現する能力

④知的財産権学習交流会への参加～ﾏﾝﾀﾞﾗｰﾄ発想訓練～ レ 観察力を鍛える

⑤企業講師による危険予知からの発想訓練～安全器具の開発～ レ 技術を体系的に把握する能力

⑥企業講師による鉄鋼の突合せ溶接技能の高度化と知財創造

～ﾌﾗﾜｰｽﾀﾝﾄﾞやｶﾞｰﾃﾞﾝﾌｪﾝｽ、収納棚などの製作～

22..保保護護  

財財産産ととししてて

保保護護・・尊尊重重

すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

⑦競技用ﾛﾎﾞｯﾄの製作技術を活用した地域貢献できる装置の知財

創造～地域連携できる器具の調査と考案および製作～
レ 保護・尊重する意識

⑧企業講師による鍛造技能向上と知財創造を生み出す改善ｾﾐﾅ

ｰ～防災ﾘﾔｶｰや手押し台車の製作～
レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨学校内学科連携などを目標とする知財創造～商業科と連携し

地域の桐下駄廃材からコースターなどの商品開発～
レ 手続の理解

⑩圧力容器溶接作業技能向上による知財創造

～室内温度調整器具装置の調査と考案および製作～

33..活活用用  

社社会会でで活活用用

すするる知知恵恵とと

行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪問題発見・改善ｼｰﾄ等の活用

～学校内の落ち葉などの清掃装置や空調装置の製作～
レ 産業や経済との関係性の理解

⑫学校内部活動相互連携による知財創造～商品開発～ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの

理理解解

レ 制度の学習

⑬一年間のまとめ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

・校内に知財学習促進委員会を常設し、各学科の担当教員による知財の特別授

業を実施。知財を意識し興味を持つ生徒が 36％から 84％に向上。 

・ﾊﾟﾃｺﾝ応募に向け、先行文献調査や出願関係書類の作成の機会が増加し、表現

力の向上が見られる。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施  ■■特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的なな数数

値値ととととももにに記記載載ををおお

願願いいししまますす））  

・標準ﾃｷｽﾄや自作教材を用いた産業財産権制度の学習、ｱｲﾃﾞｱ創作訓練を特別講義で実施。 

・企業講師を招聘して知財ｾﾐﾅｰとものづくりの基礎技能講習を実施し、ﾊﾟﾃｺﾝ応募へ向けた作品の製作を行った。 

・地域の企業と学校内学科連携を行い、新商品の開発を行った。身近に存在する知財についての理解。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ①①]]  

成成果果

内内容容  

標準ﾃｷｽﾄや自作教材を用いた産業財産権制度の学習、ｱｲﾃﾞｱ創作訓練を特別講義で実施したため、生徒が知財の創造・ 

保護・活用について理解することができた。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・知財への意識や知識、積極性が向上した。 

・パテントコンテストへの応募に取り組むことにより、技術内容や図面により表現すること、J-PlatPat を用いて検索をすること

ができるようになった。 

そそのの

根根拠拠  

・アンケートの結果、知財制度の理解度が 24％から 64％へ向上した。 

・自ら創造したアイデア作品について、J-PlatPatを用いて検索をすることで、既存の権利との関係を確認することができた。 

今今後後のの課課題題 ・委員会を設置したが、指導教員の知財に関するスキルが不十分であり、学科を超えた取組が不足した。 

課課題題へへのの対対応応
・授業の中で身近にあるﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶｰについての特許や商標について紹介することによって、保護・活用の領域についても触

れられるよう、授業の進め方を工夫した。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

写真１ 知的財産学習に関する教

材開発した内容の研究授業を受

講

写真２ 生徒がﾏﾝﾀﾞﾗｰﾄを用い

た発想訓練と保護、活用学習

写真３ 模型を活用しﾊ

ｲﾌﾞﾘｯﾄﾞｶｰの動力分割機

構の特許を理解

写真４ 学校内連携で商業科と共同製作

した焼き印と山西商店と共同開発したｵﾘ

ｼﾞﾅﾙｽﾏﾎｽﾀﾝﾄﾞ

写真５ 焼き印の温度を上げる

ための専用の保温炉の開発

写真６ 商業科がさぬき市人

権・同和教育研究大会で発表

写真７ 焼き印を施し

た桐下駄廃材を再利用

写真８ 地域連携でさぬき市立志度幼稚

園の依頼で製作したねこバス風遊具

写真９ 文化祭における授業で

製作したﾌﾗﾜｰｽﾀﾝﾄﾞの発表

写真 学校内改善活動の移

動式多機能収納棚の開発

写真 学校内改善活

動としての防災ﾘﾔｶｰ

写真 製作した防災用ﾘﾔｶｰ（骨組みの

周りに木材を取り付け）

写真 地域連携として手打ち

製麺所のうどん圧延機製作

写真 校内の落ち葉を再利

用するため腐葉土を収集

写真 落ち葉収納所

のｶﾌﾞﾄﾑｼを羽化の実験

写真 ﾏｲｺﾝｶｰやﾛﾎﾞｯﾄ製作の過程で開

発したｱｲﾃﾞｱや技術を様々な発明に応用

図１ 授業前アンケート結果

図２ 授業後アンケート結果

知財を学習したいですか
知財は社会で役立ちますか

ニュースで知財を意識しますか
商品を買う時、知財を意識し…

知財を意識していますか
よく意識している
意識している
努力している
意識しない

本日の授業後、知財を活用できそ…

知財を理解できましたか 確実にできる
できる
たぶんできる
できない
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 展工 学学校校名名 鹿鹿児児島島県県立立加加冶冶木木工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 重畠和久

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ ももののづづくくりり学学習習をを通通ししたた知知的的財財産産学学習習とと考考ええ抜抜くく力力のの育育成成

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  
➀工業技術基礎での知的財産学習 発

想・試作・改良

月～ ～

創創造造

創創造造しし表表現現すす

るる体体験験

レレ 創造性を鍛える

➁課題研究での知的財産学習 月～ ～ レレ 情報を利用する能力

➂パテントコンテストへの参加･応募 月～ ～ レレ 発想・技術を表現する能力

④工作教室 月 レレ 観察力を鍛える

⑤地域と連携しながらのものづくり 月～ ～ レレ 技術を体系的に把握する能力

⑥ロボット製作･実演 月～ ～   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護

・・尊尊重重すするる意意識識

レレ 商品や社会とのつながりの理解

➆マイコンカーを通したものづくり 月～ ～ レレ 保護・尊重する意識

⑧職員研修 ８月 レレ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨知的財産セミナーの開催 月月 手続の理解

⑩知財に関する教材の開発とりまとめ 月～ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レレ 権利を活用する能力

⑪小中学校への出前授業 月 レレ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理

解解

制度の学習

⑬ レレ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

小中学校への出前授業（２月）を実施すれば、予定していた取り組みはす

べて終了する。 B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・１，２年生全員がパテントコンテストに取り組み，３８０件あまりの校内応募があり，本コンテストに２５件応募す

ることができた。 

・地域と連携したものづくりでは，各学科がアイデアを出し合って取り組み，災害時には椅子から科までとして利

用することができるかまど椅子や電子灯籠を製作し，地域で行われる催しに参加した。 

・ものづくり部では，ロボットやマイコンカーなど製作に工夫，改良を重ねて全国大会に出場することができた。 

・知的財産について，生徒･職員を含めた学校全体で考える行事(知的財産教育セミナー)を開催することができ

た。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ③③    ]]  

成成果果

内内容容  

工業技術基礎で体験的な知的財産学習について取り扱った。生徒が自分の考えをアイデアにし，試作して，そ

の作品の発表を行う。それに対して他生徒から批評を受け，さらに改良することで，ものづくりを通した知的財

産に関する知識を深めることができている。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

各自でアイデアを出した後，それを形にする（ものづくり）。また，自分の考えを，特許情報システムを使って検

索することで，ものづくりと知的財産が関わりの深いものであることを理解できるようになってきた。 

そそのの

根根拠拠  

授業前後のアンケートによる。学習の前後において，知的財産について聞いたことがある程度が 76%であった

のに対して，授業後は 93％の生徒が知的財産に関して理解を深められている。（グラフ１） 

今今後後のの課課題題
・知的財産の基本的な知識やその保護については理解が進んできたが，更に知的財産を活用することに達していない。 

・学校全体で取り組むための職員の指導力向上。 

課課題題へへのの対対応応
・現在 1年生を中心に取り組んでいる知財学習の，学年をまたいだ取り組みを進める。 

・職員研修の充実  ・知財の活用に関する学習指導案の作成 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））工工業業技技術術基基礎礎授授業業 （（写写真真 ））工工業業技技術術基基礎礎試試作作品品 （（写写真真 ））課課題題研研究究試試作作品品

（（写写真真 ））工工作作教教室室 （（写写真真 ））地地域域連連携携作作業業様様子子 （（写写真真 ））地地域域連連携携作作品品

表表 工工業業技技術術基基礎礎ににおおけけるる学学習習内内容容例例

ググララフフ．．知知的的財財産産にに関関すするる理理解解（（指指導導前前後後のの比比較較））

（（特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））第第 回回知知的的財財産産セセミミナナーー

加冶木工業高校では，毎年 月に県内外から多数の

参加者をお迎えして，知的財産教育セミナーを実施して

います。今年度も， 名余りの来校者にご参加いただき

ました。知的財産に関する公開授業や，先進の研究をさ

れている講師の講話，また午後からは生徒全員が参加し

て全体講演会が行われました。全体講演会では， 株 安

川電機技術開発本部知的財産技師長の石橋一郎先生から

「意外と身近な特許 知的財産 」と題して講演をいただ

きました。この行事は，加冶木工業高校の知財教育の様

子を発信するだけではなく，生徒一人一人が，社会にお

ける知的財産の大切さを改めて感じる貴重な場となって

います。 写写真真 全全体体講講演演会会のの様様子子
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 展工 学学校校名名 鹿鹿児児島島県県立立加加冶冶木木工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 重畠和久

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ ももののづづくくりり学学習習をを通通ししたた知知的的財財産産学学習習とと考考ええ抜抜くく力力のの育育成成

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  
➀工業技術基礎での知的財産学習 発

想・試作・改良

月～ ～

創創造造

創創造造しし表表現現すす

るる体体験験

レレ 創造性を鍛える

➁課題研究での知的財産学習 月～ ～ レレ 情報を利用する能力

➂パテントコンテストへの参加･応募 月～ ～ レレ 発想・技術を表現する能力

④工作教室 月 レレ 観察力を鍛える

⑤地域と連携しながらのものづくり 月～ ～ レレ 技術を体系的に把握する能力

⑥ロボット製作･実演 月～ ～   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護

・・尊尊重重すするる意意識識

レレ 商品や社会とのつながりの理解

➆マイコンカーを通したものづくり 月～ ～ レレ 保護・尊重する意識

⑧職員研修 ８月 レレ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨知的財産セミナーの開催 月月 手続の理解

⑩知財に関する教材の開発とりまとめ 月～ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レレ 権利を活用する能力

⑪小中学校への出前授業 月 レレ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理

解解

制度の学習

⑬ レレ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

小中学校への出前授業（２月）を実施すれば、予定していた取り組みはす

べて終了する。 B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・１，２年生全員がパテントコンテストに取り組み，３８０件あまりの校内応募があり，本コンテストに２５件応募す

ることができた。 

・地域と連携したものづくりでは，各学科がアイデアを出し合って取り組み，災害時には椅子から科までとして利

用することができるかまど椅子や電子灯籠を製作し，地域で行われる催しに参加した。 

・ものづくり部では，ロボットやマイコンカーなど製作に工夫，改良を重ねて全国大会に出場することができた。 

・知的財産について，生徒･職員を含めた学校全体で考える行事(知的財産教育セミナー)を開催することができ

た。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ③③    ]]  

成成果果

内内容容  

工業技術基礎で体験的な知的財産学習について取り扱った。生徒が自分の考えをアイデアにし，試作して，そ

の作品の発表を行う。それに対して他生徒から批評を受け，さらに改良することで，ものづくりを通した知的財

産に関する知識を深めることができている。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

各自でアイデアを出した後，それを形にする（ものづくり）。また，自分の考えを，特許情報システムを使って検

索することで，ものづくりと知的財産が関わりの深いものであることを理解できるようになってきた。 

そそのの

根根拠拠  

授業前後のアンケートによる。学習の前後において，知的財産について聞いたことがある程度が 76%であった

のに対して，授業後は 93％の生徒が知的財産に関して理解を深められている。（グラフ１） 

今今後後のの課課題題
・知的財産の基本的な知識やその保護については理解が進んできたが，更に知的財産を活用することに達していない。 

・学校全体で取り組むための職員の指導力向上。 

課課題題へへのの対対応応
・現在 1年生を中心に取り組んでいる知財学習の，学年をまたいだ取り組みを進める。 

・職員研修の充実  ・知財の活用に関する学習指導案の作成 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））工工業業技技術術基基礎礎授授業業 （（写写真真 ））工工業業技技術術基基礎礎試試作作品品 （（写写真真 ））課課題題研研究究試試作作品品

（（写写真真 ））工工作作教教室室 （（写写真真 ））地地域域連連携携作作業業様様子子 （（写写真真 ））地地域域連連携携作作品品

表表 工工業業技技術術基基礎礎ににおおけけるる学学習習内内容容例例

ググララフフ．．知知的的財財産産にに関関すするる理理解解（（指指導導前前後後のの比比較較））

（（特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））第第 回回知知的的財財産産セセミミナナーー

加冶木工業高校では，毎年 月に県内外から多数の

参加者をお迎えして，知的財産教育セミナーを実施して

います。今年度も， 名余りの来校者にご参加いただき

ました。知的財産に関する公開授業や，先進の研究をさ

れている講師の講話，また午後からは生徒全員が参加し

て全体講演会が行われました。全体講演会では， 株 安

川電機技術開発本部知的財産技師長の石橋一郎先生から

「意外と身近な特許 知的財産 」と題して講演をいただ

きました。この行事は，加冶木工業高校の知財教育の様

子を発信するだけではなく，生徒一人一人が，社会にお

ける知的財産の大切さを改めて感じる貴重な場となって

います。 写写真真 全全体体講講演演会会のの様様子子
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 １展工０１ 学学校校名名 栃栃木木県県立立宇宇都都宮宮工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 赤木 潤子

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 地地元元企企業業ととのの共共同同研研究究にによよるる知知的的財財産産活活用用へへのの取取組組

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①「校内パテントコンテスト」に応募 月

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

②「栃木県児童生徒発明工夫展覧会」

「パテントコンテスト」に応募
月 レ 情報を利用する能力

③自動車研究開発企業との共同研究 月 レ 発想・技術を表現する能力

④ドローン開発企業との共同研究 月 観察力を鍛える

⑤県林業試験センターと伝統技法

「鹿沼組子」を用いた耐力壁の研究
月 レ 技術を体系的に把握する能力

⑥「全国ロボット競技大会栃木県予選

会」へ出場 月
  

  

保保護護

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

レ 保護・尊重する意識

⑦「全日本ロボットアメリカンフット

ボール大会栃木県予選会」へ出場 月
レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

手続の理解

⑧全国産業教育フェア新潟大会の見学 月 活活用用

社社会会でで活活用用すするる知知

恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑨小中学生ものづくり教室の実施 月 産業や経済との関係性の理解

⑩小学生向けの知的財産権に関する

教材の開発

月 知知識識

社社会会制制度度のの理理解解
レ 制度の学習

レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

１学期は弁理士の講話やアイディアの発想法、特許調べや校内パテントコ

ンテストを実施することができた。２学期には、発明工夫展への出品、競技

大会用の各種ロボット製作、自動車研究開発企業やドローン開発企業との

共同研究を行った。小学生向けの知的財産権に関する教材開発について

は、連携校を選定中で、年明けに打ち合わせを行う予定である。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    ■■特特別別活活動動でで実実施施    ■■そそのの他他（（  11学学年年全全員員でで実実施施  ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・１年生全員（３２１名）でクラスごとにペーパータワーの製作を行った。５月  

・１年生全員（３２１名）に弁理士による知的財産権に関する講話を行った。５月 

・起業家教育において高校生ビジネスグランプリに関する講話を行った。５月 

・特許庁のホームページや J-PlatPatを活用して、特許に関する調べ学習を行った。５・６月 

・アイディア発想法をもとに、生徒が新しいアイディアを考える校内パテントコンテストを実施。応募３１５作品。７月 

・第６９回栃木県児童生徒発明工夫展覧会に校内選考作品を出品し、うち２作品が銅賞を受賞。 

・小学生対象にものづくり教室「 LED学習講座 」を実施した。参加児童２０名 。７月 （写真１） 

・自動車研究開発企業と外装部品に関する研究を行った。８月 （写真２） 

・ドローン開発企業と機体の位置精度を向上させる研究を行った。（写真５） 

・全国高校生ロボット競技大会栃木県予選会に出場した。ロボット２台を製作。９月 （写真４） 

・全国産業教育フェア新潟大会に教員５名、生徒７名が参加した。１０月 （写真３） 

・栃木県林業試験センターと鹿沼組子の耐力壁に関する研究を行った。１１月 

・小学生向けの知的財産権に関する教材開発については、現在連携校を選定中。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[④④]]  

成成果果

内内容容  

ドローン開発企業との共同研究を進め、起業家教育において得た知識をもとにドローンを活用した新たなビジネ

スプランを創出した。本プラン「稚魚を守れ！抑制装置ホーネット！！」は、日本政策金融公庫主催「第７回創造

力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリにおいて、「セミファイナリスト賞」を受賞し（資料 1）、北関東信越

地区合同表彰式にて発表した。（写真７） 
生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

地域企業との共同研究の過程で、地域の鳥獣被害を自分たちのものづくり技術を生かして解決するという経験か

ら、社会的意義をビジネスプランに生かす視点を持つことができた。またビジネスグランプリでの発表を通して、自

らの発想や技術の要点を整理し、表現する力を身につけることができた。 

そそのの

根根拠拠  

・共同研究を行ったドローン開発企業の担当者のコメント 

・高校生ビジネスグランプリにおける発表内容及び、同実行委員会からのメッセージ（評価） 

今今後後のの課課題題

・本校では、知的財産権に関する学習については主に、１年次に生徒全員が履修する学校設定科目「科学技術と

産業」で実施している。学習のねらいや目標については、各クラス授業担当者との共通理解が不可欠であり、不

十分な場合は、学習効果の差が生まれる原因となる。 

・知的財産権をより積極的に活用していくための学習内容・指導方法の工夫 

・小学校との連携においては、校種の違いもあり目的のミスマッチが生じる可能性がある。 

課課題題へへのの対対応応

・年度当初の知財権に関する学習計画について、打合せを行い授業担当者との共通理解を図る。 

・指導する教員の研修機会を設けたい。 

・連携校との打合せにおいて、児童・生徒の知的財産理解に関する現状分析を十分行うとともに、来年度以降の

連携事業実施に向けて担当者と連絡・調整を密に行っていく。 

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））小小学学生生ももののづづくくりり教教室室 （（写写真真 ））自自動動車車開開発発企企業業ととのの共共同同研研究究 （（写写真真 ））産産業業教教育育フフェェアア新新潟潟

（（写写真真 ））アアイイデデアアロロボボッットトのの研研究究 （（写写真真 ））ドドロローーンン開開発発企企業業ととのの共共同同研研究究

写写真真 ））アアメメフフトトロロボボッットトのの研研究究 写写真真 ））高高校校生生ビビジジネネススググラランンププリリ表表彰彰 （（資資料料１１））ビビジジネネススググラランンププリリ審審査査結結果果

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 １展工０１ 学学校校名名 栃栃木木県県立立宇宇都都宮宮工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 赤木 潤子

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 地地元元企企業業ととのの共共同同研研究究にによよるる知知的的財財産産活活用用へへのの取取組組

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①「校内パテントコンテスト」に応募 月

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

②「栃木県児童生徒発明工夫展覧会」

「パテントコンテスト」に応募
月 レ 情報を利用する能力

③自動車研究開発企業との共同研究 月 レ 発想・技術を表現する能力

④ドローン開発企業との共同研究 月 観察力を鍛える

⑤県林業試験センターと伝統技法

「鹿沼組子」を用いた耐力壁の研究
月 レ 技術を体系的に把握する能力

⑥「全国ロボット競技大会栃木県予選

会」へ出場 月
  

  

保保護護

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

レ 保護・尊重する意識

⑦「全日本ロボットアメリカンフット

ボール大会栃木県予選会」へ出場 月
レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

手続の理解

⑧全国産業教育フェア新潟大会の見学 月 活活用用

社社会会でで活活用用すするる知知

恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑨小中学生ものづくり教室の実施 月 産業や経済との関係性の理解

⑩小学生向けの知的財産権に関する

教材の開発

月 知知識識

社社会会制制度度のの理理解解
レ 制度の学習

レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

１学期は弁理士の講話やアイディアの発想法、特許調べや校内パテントコ

ンテストを実施することができた。２学期には、発明工夫展への出品、競技

大会用の各種ロボット製作、自動車研究開発企業やドローン開発企業との

共同研究を行った。小学生向けの知的財産権に関する教材開発について

は、連携校を選定中で、年明けに打ち合わせを行う予定である。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    ■■特特別別活活動動でで実実施施    ■■そそのの他他（（  11学学年年全全員員でで実実施施  ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・１年生全員（３２１名）でクラスごとにペーパータワーの製作を行った。５月  

・１年生全員（３２１名）に弁理士による知的財産権に関する講話を行った。５月 

・起業家教育において高校生ビジネスグランプリに関する講話を行った。５月 

・特許庁のホームページや J-PlatPatを活用して、特許に関する調べ学習を行った。５・６月 

・アイディア発想法をもとに、生徒が新しいアイディアを考える校内パテントコンテストを実施。応募３１５作品。７月 

・第６９回栃木県児童生徒発明工夫展覧会に校内選考作品を出品し、うち２作品が銅賞を受賞。 

・小学生対象にものづくり教室「 LED学習講座 」を実施した。参加児童２０名 。７月 （写真１） 

・自動車研究開発企業と外装部品に関する研究を行った。８月 （写真２） 

・ドローン開発企業と機体の位置精度を向上させる研究を行った。（写真５） 

・全国高校生ロボット競技大会栃木県予選会に出場した。ロボット２台を製作。９月 （写真４） 

・全国産業教育フェア新潟大会に教員５名、生徒７名が参加した。１０月 （写真３） 

・栃木県林業試験センターと鹿沼組子の耐力壁に関する研究を行った。１１月 

・小学生向けの知的財産権に関する教材開発については、現在連携校を選定中。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[④④]]  

成成果果

内内容容  

ドローン開発企業との共同研究を進め、起業家教育において得た知識をもとにドローンを活用した新たなビジネ

スプランを創出した。本プラン「稚魚を守れ！抑制装置ホーネット！！」は、日本政策金融公庫主催「第７回創造

力、無限大∞ 高校生ビジネスプラン・グランプリにおいて、「セミファイナリスト賞」を受賞し（資料 1）、北関東信越

地区合同表彰式にて発表した。（写真７） 
生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

地域企業との共同研究の過程で、地域の鳥獣被害を自分たちのものづくり技術を生かして解決するという経験か

ら、社会的意義をビジネスプランに生かす視点を持つことができた。またビジネスグランプリでの発表を通して、自

らの発想や技術の要点を整理し、表現する力を身につけることができた。 

そそのの

根根拠拠  

・共同研究を行ったドローン開発企業の担当者のコメント 

・高校生ビジネスグランプリにおける発表内容及び、同実行委員会からのメッセージ（評価） 

今今後後のの課課題題

・本校では、知的財産権に関する学習については主に、１年次に生徒全員が履修する学校設定科目「科学技術と

産業」で実施している。学習のねらいや目標については、各クラス授業担当者との共通理解が不可欠であり、不

十分な場合は、学習効果の差が生まれる原因となる。 

・知的財産権をより積極的に活用していくための学習内容・指導方法の工夫 

・小学校との連携においては、校種の違いもあり目的のミスマッチが生じる可能性がある。 

課課題題へへのの対対応応

・年度当初の知財権に関する学習計画について、打合せを行い授業担当者との共通理解を図る。 

・指導する教員の研修機会を設けたい。 

・連携校との打合せにおいて、児童・生徒の知的財産理解に関する現状分析を十分行うとともに、来年度以降の

連携事業実施に向けて担当者と連絡・調整を密に行っていく。 

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））小小学学生生ももののづづくくりり教教室室 （（写写真真 ））自自動動車車開開発発企企業業ととのの共共同同研研究究 （（写写真真 ））産産業業教教育育フフェェアア新新潟潟

（（写写真真 ））アアイイデデアアロロボボッットトのの研研究究 （（写写真真 ））ドドロローーンン開開発発企企業業ととのの共共同同研研究究

写写真真 ））アアメメフフトトロロボボッットトのの研研究究 写写真真 ））高高校校生生ビビジジネネススググラランンププリリ表表彰彰 （（資資料料１１））ビビジジネネススググラランンププリリ審審査査結結果果

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 展工 学学校校名名 兵兵庫庫県県立立西西脇脇工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 上村 俊仁

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ 著著作作権権法法 ））

取取組組テテーーママ 知知的的財財産産をを活活用用ししたたももののづづくくりりとと、、地地域域・・企企業業力力をを活活用用ししたた知知的的人人材材のの育育成成

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①デザセンへの応募 年

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

✓ 創造性を鍛える

②校内ﾊﾟﾃﾝﾄ、ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ 年 ✓ 情報を利用する能力

③ﾊﾟﾃﾝﾄ、ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄへの応募 年 ✓ 発想・技術を表現する能力

④合同知的財産学習 年 ✓ 観察力を鍛える

⑤知的財産研修会 全教 ✓ 技術を体系的に把握する能力

⑥ の活用 年
22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

✓ 商品や社会とのつながりの理解

⑦ものづくり知財活用講演 年 ✓ 保護・尊重する意識

⑧弁理士講話 年 ✓ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨地域や企業との連携 年 ✓ 手続の理解

⑩ものづくりと知財活用 課題研究 年 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

✓ 権利を活用する能力

⑪ものづくりと知財活用成果発表 年 ✓ 産業や経済との関係性の理解

⑫学校組織の強化 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解

✓ 制度の学習

⑬ ✓ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

講演により、全校生に対し産業財産権の保護の必要性や尊重する意識
さらに、活用の大切さを生徒自からの事前学習で学ばせた（教材提供）。 
その後、講演会の実施、本格的なものづくりへと学習展開ができた。 
また、合同学習会では、ものづくりから発生する知財の課題を活用の方
向からとらえる学習に展開できたことは大きな成果である。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D 
ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・INPIT職員、特許庁職員による知財の活用に関する講演会を通して、生徒、教員の活用に対する意識付けができた。 
・産業財産権制度の学習は弁理士招聘による講義で実施した。 
また、弁理士によりパテントコンテスト、デザインパテントコンテストへの応募の意識付けが十分できた。  
・知財に関する権利の保護・尊重に対意識は、校内コンテストさらに、パテントコンテスト、デザインパテントコンテスト応募を
通じて十分浸透している。５ 件がデザインパテント優秀賞を受賞している。 

 ・従来技術の活用や、新たな技術で地域や企業と連携し特産品の選別機の製造や、あらたなロボット制作に向けた基礎学
習へ展開できた（新しい技術を活用したものづくり）。 

 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑤⑤  ]]  

成成果果

内内容容  

・活用に関する講演を前に、事前学習を実施するにあたり、補助教材を通して実施できた（補助教材の重要性）。 

・１２３年生合同学習会（情報・繊維科）において、活用に関する学習会を、生徒の自主運営により学習会が実施できた。 

・地域との連携を通して、地域産業の重要性が理解できた。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・知財権の保護と活用の重要性を意識できるようになってきた。 
・いろいろな場面で知財に関する話が各教科で取り組めているため、生徒の知財に対する意識が以前より高まっている。 
・ものづくり（課題研究を含む）において、活用を意識した成果発表が実施できている。 

そそのの

根根拠拠  

・学習教材の開発と活用を意識した講演会の実施。 
・従来技術を意識しながら自らのアイデアを大切にしたものづくりに取り組めている（尊重の意識）。 
・学科改編により、学校組織を工業科と普通教科で組織運営を行う。 

今今後後のの課課題題
・活用に関する学習を進める上で、より効果的な教材の開発をする。 
それにより、知的財産学習の一部を生徒主体で活用できるようにする。 
・生徒が、より実践的な活用に関する学習展開が出来る環境作りと情報提供を実施する（企業間連携）。 

課課題題へへのの対対応応 ・実践的な活用に関する学習展開をするため、早急に企業間との綿密な打ち合わせの実施が必要である。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））職職員員研研修修のの様様子子 （（写写真真 ））ロロボボッットト製製作作のの基基礎礎学学習習 （（写写真真 ））地地域域連連携携にによよるる

金金ゴゴママ選選別別機機のの製製作作

表表．．各各ココンンテテスストトににおおけけるる参参加加状状況況 （（写写真真 ））地地域域へへのの工工作作教教室室

ググララフフ．．知知的的財財産産権権のの保保護護講講演演会会前前後後のの生生徒徒のの意意識識調調査査

生生徒徒のの主主体体的的なな知知財財学学習習のの取取組組ににつついいてて（（情情報報・・繊繊維維科科））

ｺｺﾝﾝﾃﾃｽｽﾄﾄ名名
参参加加
学学年年

参参加加率率
％％

校校内内
ｺｺﾝﾝﾃﾃｽｽﾄﾄ

デデザザセセンン １１

パパテテンントト ２２

ﾃﾃﾞ゙ｻｻﾞ゙ｲｲﾝﾝﾊﾊﾟ゚ﾃﾃﾝﾝﾄﾄ ３３

生徒の自主運営による知的財産学習を年３回（各学期末）実施している。

１学期は３年生を、２学期は２年生をリーダー、３年生をオブザーバとして、

３学期は２年生をリーダーに ～ グループに分け運営実施している。

今年度における主の学習テーマは「知的財産の活用」である。

学習内容は、自分たちのアイデアを製品として社会に送り出す時、さらに社会に

送り出した後、どのような課題があり、どのような問題が発生するのであるか

を考える学習内容であった。その解決方法をグループで考え解決に導いた。

解決に当たっては、知的財産の観点で解決できる場合はそれを根拠とするこ

とである。また、さまざまな方法で解決することが可能であり、各グループ

その根拠を説明した。

Ａ社
ご飯がしゃもじに
くっつかない技術

特許

淡路ミミー さんによる 写真 からの写真

社
しゃもじが
自立する

本日のグループ学習の目標

①どのようなしゃもじが売れるかを考える。

②その商品がなぜ売れるかを具体的に示す。

知的財産権を使って

売れる商品を考え出す。

活用方法の学習 課題その１

売れる根拠を考え出す。

本日のグループ学習の目標

売れる根拠

知的財産権を使って

① 製造のとき
② 販売のとき

活用方法の学習 課題その２

③ 販売後一定の
時間経過後

発生する課題や問題点

① 製造
前後の課題

② 販売
前後の課題

③ 時間経過時の課題

解決方法

学習資料 生生徒徒発発表表のの様様子子 学学習習内内容容のの説説明明のの様様子子 

Ⅱ - 12



様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 展工 学学校校名名 兵兵庫庫県県立立西西脇脇工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 上村 俊仁

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ 著著作作権権法法 ））

取取組組テテーーママ 知知的的財財産産をを活活用用ししたたももののづづくくりりとと、、地地域域・・企企業業力力をを活活用用ししたた知知的的人人材材のの育育成成

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①デザセンへの応募 年

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

✓ 創造性を鍛える

②校内ﾊﾟﾃﾝﾄ、ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ 年 ✓ 情報を利用する能力

③ﾊﾟﾃﾝﾄ、ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄへの応募 年 ✓ 発想・技術を表現する能力

④合同知的財産学習 年 ✓ 観察力を鍛える

⑤知的財産研修会 全教 ✓ 技術を体系的に把握する能力

⑥ の活用 年
22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

✓ 商品や社会とのつながりの理解

⑦ものづくり知財活用講演 年 ✓ 保護・尊重する意識

⑧弁理士講話 年 ✓ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨地域や企業との連携 年 ✓ 手続の理解

⑩ものづくりと知財活用 課題研究 年 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

✓ 権利を活用する能力

⑪ものづくりと知財活用成果発表 年 ✓ 産業や経済との関係性の理解

⑫学校組織の強化 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解

✓ 制度の学習

⑬ ✓ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

講演により、全校生に対し産業財産権の保護の必要性や尊重する意識
さらに、活用の大切さを生徒自からの事前学習で学ばせた（教材提供）。 
その後、講演会の実施、本格的なものづくりへと学習展開ができた。 
また、合同学習会では、ものづくりから発生する知財の課題を活用の方
向からとらえる学習に展開できたことは大きな成果である。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D 
ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・INPIT職員、特許庁職員による知財の活用に関する講演会を通して、生徒、教員の活用に対する意識付けができた。 
・産業財産権制度の学習は弁理士招聘による講義で実施した。 
また、弁理士によりパテントコンテスト、デザインパテントコンテストへの応募の意識付けが十分できた。  
・知財に関する権利の保護・尊重に対意識は、校内コンテストさらに、パテントコンテスト、デザインパテントコンテスト応募を
通じて十分浸透している。５ 件がデザインパテント優秀賞を受賞している。 

 ・従来技術の活用や、新たな技術で地域や企業と連携し特産品の選別機の製造や、あらたなロボット制作に向けた基礎学
習へ展開できた（新しい技術を活用したものづくり）。 

 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑤⑤  ]]  

成成果果

内内容容  

・活用に関する講演を前に、事前学習を実施するにあたり、補助教材を通して実施できた（補助教材の重要性）。 

・１２３年生合同学習会（情報・繊維科）において、活用に関する学習会を、生徒の自主運営により学習会が実施できた。 

・地域との連携を通して、地域産業の重要性が理解できた。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・知財権の保護と活用の重要性を意識できるようになってきた。 
・いろいろな場面で知財に関する話が各教科で取り組めているため、生徒の知財に対する意識が以前より高まっている。 
・ものづくり（課題研究を含む）において、活用を意識した成果発表が実施できている。 

そそのの

根根拠拠  

・学習教材の開発と活用を意識した講演会の実施。 
・従来技術を意識しながら自らのアイデアを大切にしたものづくりに取り組めている（尊重の意識）。 
・学科改編により、学校組織を工業科と普通教科で組織運営を行う。 

今今後後のの課課題題
・活用に関する学習を進める上で、より効果的な教材の開発をする。 
それにより、知的財産学習の一部を生徒主体で活用できるようにする。 
・生徒が、より実践的な活用に関する学習展開が出来る環境作りと情報提供を実施する（企業間連携）。 

課課題題へへのの対対応応 ・実践的な活用に関する学習展開をするため、早急に企業間との綿密な打ち合わせの実施が必要である。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））職職員員研研修修のの様様子子 （（写写真真 ））ロロボボッットト製製作作のの基基礎礎学学習習 （（写写真真 ））地地域域連連携携にによよるる

金金ゴゴママ選選別別機機のの製製作作

表表．．各各ココンンテテスストトににおおけけるる参参加加状状況況 （（写写真真 ））地地域域へへのの工工作作教教室室

ググララフフ．．知知的的財財産産権権のの保保護護講講演演会会前前後後のの生生徒徒のの意意識識調調査査

生生徒徒のの主主体体的的なな知知財財学学習習のの取取組組ににつついいてて（（情情報報・・繊繊維維科科））

ｺｺﾝﾝﾃﾃｽｽﾄﾄ名名
参参加加
学学年年

参参加加率率
％％

校校内内
ｺｺﾝﾝﾃﾃｽｽﾄﾄ

デデザザセセンン １１

パパテテンントト ２２

ﾃﾃﾞ゙ｻｻﾞ゙ｲｲﾝﾝﾊﾊﾟ゚ﾃﾃﾝﾝﾄﾄ ３３

生徒の自主運営による知的財産学習を年３回（各学期末）実施している。

１学期は３年生を、２学期は２年生をリーダー、３年生をオブザーバとして、

３学期は２年生をリーダーに ～ グループに分け運営実施している。

今年度における主の学習テーマは「知的財産の活用」である。

学習内容は、自分たちのアイデアを製品として社会に送り出す時、さらに社会に

送り出した後、どのような課題があり、どのような問題が発生するのであるか

を考える学習内容であった。その解決方法をグループで考え解決に導いた。

解決に当たっては、知的財産の観点で解決できる場合はそれを根拠とするこ

とである。また、さまざまな方法で解決することが可能であり、各グループ

その根拠を説明した。

Ａ社
ご飯がしゃもじに
くっつかない技術

特許

淡路ミミー さんによる 写真 からの写真

社
しゃもじが
自立する

本日のグループ学習の目標

①どのようなしゃもじが売れるかを考える。

②その商品がなぜ売れるかを具体的に示す。

知的財産権を使って

売れる商品を考え出す。

活用方法の学習 課題その１

売れる根拠を考え出す。

本日のグループ学習の目標

売れる根拠

知的財産権を使って

① 製造のとき
② 販売のとき

活用方法の学習 課題その２

③ 販売後一定の
時間経過後

発生する課題や問題点

① 製造
前後の課題

② 販売
前後の課題

③ 時間経過時の課題

解決方法

学習資料 生生徒徒発発表表のの様様子子 学学習習内内容容のの説説明明のの様様子子 

Ⅱ - 13



様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 展工 学学校校名名 山山口口県県立立田田布布施施農農工工高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 松田祐輔

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 学学校校のの特特色色（（農農とと工工））をを活活かかししたた人人材材育育成成とと地地域域とと行行うう知知財財学学習習

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀知財講演会１～企業～

知財講演会２～先輩～

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

✔ 創造性を鍛える

➁授業 機械工作 機械設計 情報技術基礎

（ の活用・どこが特許か等）
通年 ✔ 情報を利用する能力

➂授業 産業基礎（地域企業の持つ

知財・話し合いの手法・発表会等）
通年 ✔ 発想・技術を表現する能力

④授業 課題研究（知財開発・工作教室・

オリジナル商品開発・商標登録等）
通年 ✔ 観察力を鍛える

⑤知財講演会３～弁理士～ ✔ 技術を体系的に把握する能力

⑥ 研修   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

✔ 商品や社会とのつながりの理解

➆校内パテントコンテスト→

パテントコンテスト・ビジネスコンテス

ト・おにぎりコンテスト・文房具コンテス

ト・ロボットコンテスト等参加

✔ 保護・尊重する意識

⑧小中学生向け各種工作教室 通年 ✔ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨各種ロボット製作
全日本ロボット相撲・ロボットアメリカンフット

ボール・競技ロボット

通年 ✔ 手続の理解

⑩各種教員向け研修会

（陳内准教授による研修・山大検索

研修・地区別研修・事前事後研修・

研修・校内研修・各種大会

へ参加）

通年

33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる知知

恵恵とと行行動動力力

✔ 権利を活用する能力

✔ 産業や経済との関係性の理解

44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
✔ 制度の学習

✔ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

3 カ年計画の 1 年目とし教員研修に注力することができた。弁理士の方
や山大の陳内先生を講師としてお招きし、講演頂いた際も多くの教員が
参加した。先進校視察など校外研修にも積極的に多くの教員が参加し
た。校内パテコン、講演会など当初計画した以上の内容を実施できた。し
かし授業の中に知財学習をどのように盛り込むかについては、全校に広
げきることができなかった。また、評価方法が検証段階である。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ☑☑全全校校でで実実施施    ☑☑教教科科・・学学科科でで実実施施    ☑☑特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

これまでは課題研究や LHR などスポットで行っていた知財学習をいかに授業に盛り込むか、また機械制御科
のみで行ってきたことを他科に広めていくかという点に注力した。まずは、より多くの教員が知財に興味を持て
るように様々な校内外の研修を企画した。12 名の教員の参加があったが一層の参加を促していく必要がある。
しかし、4学科中 3 学科において少しずつではあるが、知財を意識した製作が始まったことは大きな進歩といえ
る。（F科災害時用保存食・E科苔の有効利用等） 
授業で知財検索のテストを 1 回実施。その他の教科では、どこが特許で、今学んでいることとの関係などを実
際の商品を紹介しながら実施することができた。夏休みの宿題として校内パテントコンテスト（103 名参加）を実
施。4 科目の授業で来年度に向けてシラバスへの組み込みが可能かどうか確認することができた。また、評価
の一つとしてルーブリックを作成。現在検証中である。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑨⑨  ]]  

成成果果

内内容容  

課題研究や部活動で各種ロボット開発を行った。それぞれが創意工夫をして新しいものを製作。全国大会に出
場するなど成果もあったが、それ以上に他者の持つ技術への興味関心や自分たちの技術をパテントとして保
護しようとする活動こそ大きな成果だった。（ロボットの技術をパテコンに出品し、2 次審査まで通過した）また、
身につけた技術力をベースに小学生向けの工作を開発し、子どもの知財活動を手伝うことができた。 

生生徒徒・・学学

生生にに見見らら

れれたた変変

化化  

自ら開発作業に取り組むようになり、創造力が付いた。また、ロボット開発の中の技術をパテントコンテストへ出
品するなど知財保護に対する意識も高まった。展示会で積極的に発表や展示を行えるようになった。 

そそのの  

根根拠拠  
ルーブリックによる評価。製作品（パテントコンテストへの出品含む）の数。 

今今後後のの課課題題
多くの学科で話し合いの手法や知財開発以外の学習を広める。 
ルーブリックによる評価の妥当性を検証する。 

課課題題へへのの対対応応
教員研修を継続する。 
ルーブリックとテスト、活動の様子を比較することで検証する。テキストマイニングによる新たな評価の導入。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ）） 法法でで新新ししいい文文房房具具開開発発 （（写写真真 ）） 研研修修 （（写写真真 ））弁弁理理士士ののパパテテココンン指指導導

（（写写真真 ））夏夏休休みみ課課題題発発表表会会 （（写写真真 ））ややままぐぐちち産産業業維維新新展展でで発発表表 （（写写真真 ））小小学学校校工工作作教教室室

（（特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））校校内内全全体体にに知知財財学学習習をを広広めめるる取取組組ににつついいてて

本校では２年前より農作業アシストスーツを製作している。先輩の発表を年度末に聞き、次

の３年生がさらに発展させていく。地元の農家の方に実際に使っていただいたり、パテントコ

ンテストに応募したりと研究開発を継続している。しかし、それは一部に留まる取組だった。

そこで、これまで継続的に開発してきた作品を活用し、知財学習を校内に広めるためのきっか

け作りを行うことにした。それが、株式会社クボタのパワーアシストスーツを開発された、坂

野様にお越しいただき～パワーアシストスーツ開発秘話～と題し、ご講演をいただくこと。こ

の企画の大きなポイントは、３年生と教員限定ではあるが、希望者が受講するところ。今回は

本科を含め３科の生徒と教員が受講した。特許権のお話も頂く予定にしていたので、生徒は自

分たちが研究していたことが特許になるのか進ん

で質問に行くなど大いに盛り上がった。その後の

研究開発に対する熱意や産業財産権に対する意識は

飛躍的に向上したように感じる。しかし残念なこ

とに、この時まだ今年のルーブリック評価の

フォームができておらず、継続評価としては、白

紙の状態になってしまった。だが、その後、知財

学習は確実に校内に広まっていった。
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 展工 学学校校名名 山山口口県県立立田田布布施施農農工工高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 松田祐輔

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 学学校校のの特特色色（（農農とと工工））をを活活かかししたた人人材材育育成成とと地地域域とと行行うう知知財財学学習習

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀知財講演会１～企業～

知財講演会２～先輩～

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

✔ 創造性を鍛える

➁授業 機械工作 機械設計 情報技術基礎

（ の活用・どこが特許か等）
通年 ✔ 情報を利用する能力

➂授業 産業基礎（地域企業の持つ

知財・話し合いの手法・発表会等）
通年 ✔ 発想・技術を表現する能力

④授業 課題研究（知財開発・工作教室・

オリジナル商品開発・商標登録等）
通年 ✔ 観察力を鍛える

⑤知財講演会３～弁理士～ ✔ 技術を体系的に把握する能力

⑥ 研修   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

✔ 商品や社会とのつながりの理解

➆校内パテントコンテスト→

パテントコンテスト・ビジネスコンテス

ト・おにぎりコンテスト・文房具コンテス

ト・ロボットコンテスト等参加

✔ 保護・尊重する意識

⑧小中学生向け各種工作教室 通年 ✔ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨各種ロボット製作
全日本ロボット相撲・ロボットアメリカンフット

ボール・競技ロボット

通年 ✔ 手続の理解

⑩各種教員向け研修会

（陳内准教授による研修・山大検索

研修・地区別研修・事前事後研修・

研修・校内研修・各種大会

へ参加）

通年

33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる知知

恵恵とと行行動動力力

✔ 権利を活用する能力

✔ 産業や経済との関係性の理解

44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
✔ 制度の学習

✔ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

3 カ年計画の 1 年目とし教員研修に注力することができた。弁理士の方
や山大の陳内先生を講師としてお招きし、講演頂いた際も多くの教員が
参加した。先進校視察など校外研修にも積極的に多くの教員が参加し
た。校内パテコン、講演会など当初計画した以上の内容を実施できた。し
かし授業の中に知財学習をどのように盛り込むかについては、全校に広
げきることができなかった。また、評価方法が検証段階である。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ☑☑全全校校でで実実施施    ☑☑教教科科・・学学科科でで実実施施    ☑☑特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

これまでは課題研究や LHR などスポットで行っていた知財学習をいかに授業に盛り込むか、また機械制御科
のみで行ってきたことを他科に広めていくかという点に注力した。まずは、より多くの教員が知財に興味を持て
るように様々な校内外の研修を企画した。12 名の教員の参加があったが一層の参加を促していく必要がある。
しかし、4学科中 3 学科において少しずつではあるが、知財を意識した製作が始まったことは大きな進歩といえ
る。（F科災害時用保存食・E科苔の有効利用等） 
授業で知財検索のテストを 1 回実施。その他の教科では、どこが特許で、今学んでいることとの関係などを実
際の商品を紹介しながら実施することができた。夏休みの宿題として校内パテントコンテスト（103 名参加）を実
施。4 科目の授業で来年度に向けてシラバスへの組み込みが可能かどうか確認することができた。また、評価
の一つとしてルーブリックを作成。現在検証中である。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑨⑨  ]]  

成成果果

内内容容  

課題研究や部活動で各種ロボット開発を行った。それぞれが創意工夫をして新しいものを製作。全国大会に出
場するなど成果もあったが、それ以上に他者の持つ技術への興味関心や自分たちの技術をパテントとして保
護しようとする活動こそ大きな成果だった。（ロボットの技術をパテコンに出品し、2 次審査まで通過した）また、
身につけた技術力をベースに小学生向けの工作を開発し、子どもの知財活動を手伝うことができた。 

生生徒徒・・学学

生生にに見見らら

れれたた変変

化化  

自ら開発作業に取り組むようになり、創造力が付いた。また、ロボット開発の中の技術をパテントコンテストへ出
品するなど知財保護に対する意識も高まった。展示会で積極的に発表や展示を行えるようになった。 

そそのの  

根根拠拠  
ルーブリックによる評価。製作品（パテントコンテストへの出品含む）の数。 

今今後後のの課課題題
多くの学科で話し合いの手法や知財開発以外の学習を広める。 
ルーブリックによる評価の妥当性を検証する。 

課課題題へへのの対対応応
教員研修を継続する。 
ルーブリックとテスト、活動の様子を比較することで検証する。テキストマイニングによる新たな評価の導入。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ）） 法法でで新新ししいい文文房房具具開開発発 （（写写真真 ）） 研研修修 （（写写真真 ））弁弁理理士士ののパパテテココンン指指導導

（（写写真真 ））夏夏休休みみ課課題題発発表表会会 （（写写真真 ））ややままぐぐちち産産業業維維新新展展でで発発表表 （（写写真真 ））小小学学校校工工作作教教室室

（（特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））校校内内全全体体にに知知財財学学習習をを広広めめるる取取組組ににつついいてて

本校では２年前より農作業アシストスーツを製作している。先輩の発表を年度末に聞き、次

の３年生がさらに発展させていく。地元の農家の方に実際に使っていただいたり、パテントコ

ンテストに応募したりと研究開発を継続している。しかし、それは一部に留まる取組だった。

そこで、これまで継続的に開発してきた作品を活用し、知財学習を校内に広めるためのきっか

け作りを行うことにした。それが、株式会社クボタのパワーアシストスーツを開発された、坂

野様にお越しいただき～パワーアシストスーツ開発秘話～と題し、ご講演をいただくこと。こ

の企画の大きなポイントは、３年生と教員限定ではあるが、希望者が受講するところ。今回は

本科を含め３科の生徒と教員が受講した。特許権のお話も頂く予定にしていたので、生徒は自

分たちが研究していたことが特許になるのか進ん

で質問に行くなど大いに盛り上がった。その後の

研究開発に対する熱意や産業財産権に対する意識は

飛躍的に向上したように感じる。しかし残念なこ

とに、この時まだ今年のルーブリック評価の

フォームができておらず、継続評価としては、白

紙の状態になってしまった。だが、その後、知財

学習は確実に校内に広まっていった。
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 １展工 学学校校名名 鹿鹿児児島島県県立立鹿鹿児児島島工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 北吉美大

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 知知財財ママイインンドドをを高高めめるるよよううなな知知財財教教材材のの開開発発

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀効果的なアイデア創出の育成 月 ･ ･ ･

創創造造

創創造造しし表表現現すす

るる体体験験

レ 創造性を鍛える

➁ の活用 ･ ･ ･ ･ レ 情報を利用する能力

➂パテントコンテストへ向けた取組 ･ 月 ･ ･ ･ ･ レ 発想・技術を表現する能力

④技術アイデアコンテストへ向けた取組 ･ ･ ･ ･ ･ レ 観察力を鍛える

⑤情報技術基礎での学習 月 ･ ･ ･ レ 技術を体系的に把握する能力

⑥専門家からの講義 月 ･ ･ ･ ･

･ ･

  

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護

・・尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

レ 保護・尊重する意識

➆工業技術基礎での学習 月 ･ ･ レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑧家庭総合での学習 ･ ･ ･ レ 手続の理解

⑨知的財産講演会の実施 月 ･ ･ ･

･

33..活活用用  

社社会会でで活活用用すす

るる知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

レ 産業や経済との関係性の理解

⑩総合的探究の時間での学習 月 ･ ･ ･ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理

解解

レ 制度の学習

⑪ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

 工業技術基礎・情報技術基礎などでの,知財教育の実践は，3 学期に計

画をしており，まだ実施していないため，達成率は 7 割以上と判断した。

それ以外の取り組み内容は概ね計画通り達成している。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    レレ教教科科・・学学科科でで実実施施    レレ特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・ 3年生に行った年度当初のアンケートでは，73パーセントの生徒が知的財産について知識として理解して   

いるが，具体的な活用方法については，わからないと回答した生徒がほとんどだった。その後，課題研究の

時間に弁理士を招き，アイデアを権利化するというアプローチでアドバイスをいただいたり，地域別交流会に

参加することにより，8 割を越える生徒が権利を活用する際の重要性について認識することができたと回答

した。 

・ ・  1学年では，はじめて総合的な探究の時間を活用し，9クラス一斉にアイデア創出の実践の授業を行った。 

・   専門教科の教員だけでなく，普通教科の教員も指導に携わったことにより，知財教育に関する意識の変化が 

・   見られた。  

・ ・  知的財産講演会では，山口大学の陣内准教授を招聘し，生活の中から課題を発見し解決策を見いだすた   

・   めにはどのような力を身に付けるべきか，実例を交えながらわかりやすく解説してくださった。生徒の感想で 

・   は知財というものを身近なものとして捉えることができたとの意見があった。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑩⑩  ]]  

成成果果

内内容容  

総合的な探究の時間での，知的財産教育に関する取り組み 

・ マシュマロチャレンジ  
生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・ 創造し表現する体験として，マシュマロチャレンジを実施したが，活発な話し合いからいろいろな考えが生

まれさまざまなアイデアが生まれた。 

そそのの

根根拠拠  

・ 事後アンケートでは，考えを生み出すためには他者の考えを取り入れたり，意見交換を行うことで自分自

身では気付かなかったことがあったとの意見があった。 

今今後後のの課課題題
・ 創造することの難しさや，楽しさに興味を示す生徒が増えたが，継続的な機会を提供し，創造性だけでなく

権利や活用する能力も身に付けさせていきたい。 

課課題題へへのの対対応応
・ 総合的な探究の時間の内容の検討を行いたい。 

・ パテントコンテストや各種コンテストの奨励を行い，知財マインドの充実を図る。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（例）（写真 （（写写真真 ））活活動動風風景景写写真真

（（図図 ））総総合合的的なな探探究究のの時時間間指指導導案案 （（写写真真 ））創創作作作作品品写写真真

（（ググララフフ ））指指導導前前のの意意識識調調査査

（（写写真真 ））知知的的財財産産講講演演会会

（（ググララフフ２２））指指導導後後のの意意識識調調査査
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 １展工 学学校校名名 鹿鹿児児島島県県立立鹿鹿児児島島工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 北吉美大

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 知知財財ママイインンドドをを高高めめるるよよううなな知知財財教教材材のの開開発発

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀効果的なアイデア創出の育成 月 ･ ･ ･

創創造造

創創造造しし表表現現すす

るる体体験験

レ 創造性を鍛える

➁ の活用 ･ ･ ･ ･ レ 情報を利用する能力

➂パテントコンテストへ向けた取組 ･ 月 ･ ･ ･ ･ レ 発想・技術を表現する能力

④技術アイデアコンテストへ向けた取組 ･ ･ ･ ･ ･ レ 観察力を鍛える

⑤情報技術基礎での学習 月 ･ ･ ･ レ 技術を体系的に把握する能力

⑥専門家からの講義 月 ･ ･ ･ ･

･ ･

  

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護

・・尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

レ 保護・尊重する意識

➆工業技術基礎での学習 月 ･ ･ レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑧家庭総合での学習 ･ ･ ･ レ 手続の理解

⑨知的財産講演会の実施 月 ･ ･ ･

･

33..活活用用  

社社会会でで活活用用すす

るる知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

レ 産業や経済との関係性の理解

⑩総合的探究の時間での学習 月 ･ ･ ･ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理

解解

レ 制度の学習

⑪ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

 工業技術基礎・情報技術基礎などでの,知財教育の実践は，3 学期に計

画をしており，まだ実施していないため，達成率は 7 割以上と判断した。

それ以外の取り組み内容は概ね計画通り達成している。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    レレ教教科科・・学学科科でで実実施施    レレ特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・ 3年生に行った年度当初のアンケートでは，73パーセントの生徒が知的財産について知識として理解して   

いるが，具体的な活用方法については，わからないと回答した生徒がほとんどだった。その後，課題研究の

時間に弁理士を招き，アイデアを権利化するというアプローチでアドバイスをいただいたり，地域別交流会に

参加することにより，8 割を越える生徒が権利を活用する際の重要性について認識することができたと回答

した。 

・ ・  1学年では，はじめて総合的な探究の時間を活用し，9クラス一斉にアイデア創出の実践の授業を行った。 

・   専門教科の教員だけでなく，普通教科の教員も指導に携わったことにより，知財教育に関する意識の変化が 

・   見られた。  

・ ・  知的財産講演会では，山口大学の陣内准教授を招聘し，生活の中から課題を発見し解決策を見いだすた   

・   めにはどのような力を身に付けるべきか，実例を交えながらわかりやすく解説してくださった。生徒の感想で 

・   は知財というものを身近なものとして捉えることができたとの意見があった。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑩⑩  ]]  

成成果果

内内容容  

総合的な探究の時間での，知的財産教育に関する取り組み 

・ マシュマロチャレンジ  
生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・ 創造し表現する体験として，マシュマロチャレンジを実施したが，活発な話し合いからいろいろな考えが生

まれさまざまなアイデアが生まれた。 

そそのの

根根拠拠  

・ 事後アンケートでは，考えを生み出すためには他者の考えを取り入れたり，意見交換を行うことで自分自

身では気付かなかったことがあったとの意見があった。 

今今後後のの課課題題
・ 創造することの難しさや，楽しさに興味を示す生徒が増えたが，継続的な機会を提供し，創造性だけでなく

権利や活用する能力も身に付けさせていきたい。 

課課題題へへのの対対応応
・ 総合的な探究の時間の内容の検討を行いたい。 

・ パテントコンテストや各種コンテストの奨励を行い，知財マインドの充実を図る。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（例）（写真 （（写写真真 ））活活動動風風景景写写真真

（（図図 ））総総合合的的なな探探究究のの時時間間指指導導案案 （（写写真真 ））創創作作作作品品写写真真

（（ググララフフ ））指指導導前前のの意意識識調調査査

（（写写真真 ））知知的的財財産産講講演演会会

（（ググララフフ２２））指指導導後後のの意意識識調調査査
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０１ 学学校校名名 北北海海道道釧釧路路工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 寺谷 淳希

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 地地域域中中小小企企業業とと連連携携ししたたモモノノづづくくりりをを通通ししたた知知的的財財産産権権のの理理解解のの浸浸透透とと創創造造力力のの育育成成

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀知的財産権の基礎・基本について ～ ､ ､ ､

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

✓ 創造性を鍛える

➁企業による技術提供と訓練 ～ ､ ､ ✓ 情報を利用する能力

➂地域企業の講演会 ､ ✓ 発想・技術を表現する能力

④創造力を高める体験を通して柔軟な発想をさせる ～ ､ ✓ 観察力を鍛える

⑤パテントコンテストへ向けた取り組み ～ ､ ､ ､ ✓ 技術を体系的に把握する能力

⑥企業と連携した制作物の選定と試作品製作 ～ ､ ､   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

✓ 商品や社会とのつながりの理解

➆サイエンスワークショップへ向けた教材の試作を製作 ～ ､ ､ ✓ 保護・尊重する意識

⑧さんフェア新潟 視察 ､ ､ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨地域の小学生対象のサイエンスワークショップ実施 ～ ､ ､ ､ ✓ 手続の理解

⑩企業と連携したモノづくり ～ ､ ､ ､ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

✓ 権利を活用する能力

⑪ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
✓ 制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

地域企業や教育機関等と連携したモノづくりを通し、実際の製品を使

用し不十分なところを考察させることで、より使いやすい形や構造を考え

る力が身についた。また、先行文献調査や出願関係書類を HP から閲覧

することで、知的財産を保護・尊重する姿勢を学んだ。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ☑☑教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・1 学年の工業技術基礎の実習テーマで知的財産を導入し、紙タワーなどの創造訓練や J-platpat を用いた調

べ物学習を行った。小テストは平均 87.5点（100点満点）で概ね生徒の理解度も高いと判断できる。 

・地域企業の講演会を実施し、知的財産戦略に関する話を聞く機会を設けた。 

・2学年対象にパテントコンテストへ向けた創造訓練を行った。また、校内選考を行い 2件応募した。 

・釧路管内の施設を利用し、サイエンスワークショップの補助を行った。 

・企業の方に来校していただき、企業で扱っている技術指導を受け、製品を製作した。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑩⑩  ]]  

成成果果

内内容容  

・モノづくりを行う前に J-PlatPat による特許情報検索を行うことで、知財に対する重要性を学んだ。 

・創造訓練や外部の方との交流を通し、コミュニケーション能力が向上した。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・知財への知識が向上した。 

・既存の製品や J-PlatPat による特許情報検索を行った後、モノづくりを行うことが出来た。 

そそのの

根根拠拠  

・自ら創造したアイデアについて、J-PlatPat を用いた検索をすることで、既存の権利との関係を確認することが 

できるようになった。 

今今後後のの課課題題
・授業時間が十分に確保できなかったため、知財学習の内容が創造の領域にとどまってしまい、保護、活用領 

域について触れることが出来なかった。 

課課題題へへのの対対応応
・工業技術基礎の内容を精査し、保護や活用に関する教材研究を行う。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

図図 地地域域企企業業のの講講演演会会 図図 ササイイエエンンススワワーーククシショョッッププのの取取りり組組みみ➀➀

図図 ササイイエエンンススワワーーククシショョッッププのの取取りり組組みみ➁➁ 図図 ベベーーススボボーールルフフェェスステティィババルル（（北北海海道道釧釧路路市市））

地地域域中中小小企企業業とと連連携携ししたたモモノノづづくくりりのの取取りり組組みみににつついいてて

北海道釧路市にある株式会社釧路製作所の社員の方に定期

的に来校して頂き、実際に企業で扱っている溶接技術の講習

会が行われた。本校でも実習内で溶接は行っているが、企業

で扱っている技術を直に指導して頂き、生徒の溶接技術が格

段に上達した。生徒のみならず教員にとっても非常に貴重な

経験になった。

教えて頂いた溶接技術を活かし、 による先行技術

調査を行い、北海道釧路市で開催されたベースボールフェステ

ィバルに使用するストラックアウトや本校グラウンドの石を効

率的に拾う道具を製作した。

地域中小企業と連携したモノづくりを通して、教員以外の社

会人の方や地域の子供達と接する機会が増え、コミュニケーシ

ョン能力が向上した。

今後も地域と連携した取り組みは継続していけるよう学校体

制を整えていきたい。

図 企業による技術提供

図 製作した石拾い機
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０１ 学学校校名名 北北海海道道釧釧路路工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 寺谷 淳希

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 地地域域中中小小企企業業とと連連携携ししたたモモノノづづくくりりをを通通ししたた知知的的財財産産権権のの理理解解のの浸浸透透とと創創造造力力のの育育成成

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀知的財産権の基礎・基本について ～ ､ ､ ､

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

✓ 創造性を鍛える

➁企業による技術提供と訓練 ～ ､ ､ ✓ 情報を利用する能力

➂地域企業の講演会 ､ ✓ 発想・技術を表現する能力

④創造力を高める体験を通して柔軟な発想をさせる ～ ､ ✓ 観察力を鍛える

⑤パテントコンテストへ向けた取り組み ～ ､ ､ ､ ✓ 技術を体系的に把握する能力

⑥企業と連携した制作物の選定と試作品製作 ～ ､ ､   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

✓ 商品や社会とのつながりの理解

➆サイエンスワークショップへ向けた教材の試作を製作 ～ ､ ､ ✓ 保護・尊重する意識

⑧さんフェア新潟 視察 ､ ､ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨地域の小学生対象のサイエンスワークショップ実施 ～ ､ ､ ､ ✓ 手続の理解

⑩企業と連携したモノづくり ～ ､ ､ ､ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

✓ 権利を活用する能力

⑪ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
✓ 制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

地域企業や教育機関等と連携したモノづくりを通し、実際の製品を使

用し不十分なところを考察させることで、より使いやすい形や構造を考え

る力が身についた。また、先行文献調査や出願関係書類を HP から閲覧

することで、知的財産を保護・尊重する姿勢を学んだ。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ☑☑教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・1 学年の工業技術基礎の実習テーマで知的財産を導入し、紙タワーなどの創造訓練や J-platpat を用いた調

べ物学習を行った。小テストは平均 87.5点（100点満点）で概ね生徒の理解度も高いと判断できる。 

・地域企業の講演会を実施し、知的財産戦略に関する話を聞く機会を設けた。 

・2学年対象にパテントコンテストへ向けた創造訓練を行った。また、校内選考を行い 2件応募した。 

・釧路管内の施設を利用し、サイエンスワークショップの補助を行った。 

・企業の方に来校していただき、企業で扱っている技術指導を受け、製品を製作した。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑩⑩  ]]  

成成果果

内内容容  

・モノづくりを行う前に J-PlatPat による特許情報検索を行うことで、知財に対する重要性を学んだ。 

・創造訓練や外部の方との交流を通し、コミュニケーション能力が向上した。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・知財への知識が向上した。 

・既存の製品や J-PlatPat による特許情報検索を行った後、モノづくりを行うことが出来た。 

そそのの

根根拠拠  

・自ら創造したアイデアについて、J-PlatPat を用いた検索をすることで、既存の権利との関係を確認することが 

できるようになった。 

今今後後のの課課題題
・授業時間が十分に確保できなかったため、知財学習の内容が創造の領域にとどまってしまい、保護、活用領 

域について触れることが出来なかった。 

課課題題へへのの対対応応
・工業技術基礎の内容を精査し、保護や活用に関する教材研究を行う。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

図図 地地域域企企業業のの講講演演会会 図図 ササイイエエンンススワワーーククシショョッッププのの取取りり組組みみ➀➀

図図 ササイイエエンンススワワーーククシショョッッププのの取取りり組組みみ➁➁ 図図 ベベーーススボボーールルフフェェスステティィババルル（（北北海海道道釧釧路路市市））

地地域域中中小小企企業業とと連連携携ししたたモモノノづづくくりりのの取取りり組組みみににつついいてて

北海道釧路市にある株式会社釧路製作所の社員の方に定期

的に来校して頂き、実際に企業で扱っている溶接技術の講習

会が行われた。本校でも実習内で溶接は行っているが、企業

で扱っている技術を直に指導して頂き、生徒の溶接技術が格

段に上達した。生徒のみならず教員にとっても非常に貴重な

経験になった。

教えて頂いた溶接技術を活かし、 による先行技術

調査を行い、北海道釧路市で開催されたベースボールフェステ

ィバルに使用するストラックアウトや本校グラウンドの石を効

率的に拾う道具を製作した。

地域中小企業と連携したモノづくりを通して、教員以外の社

会人の方や地域の子供達と接する機会が増え、コミュニケーシ

ョン能力が向上した。

今後も地域と連携した取り組みは継続していけるよう学校体

制を整えていきたい。

図 企業による技術提供

図 製作した石拾い機
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０２ 学学校校名名 山山形形県県立立村村山山産産業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 庄司洋一

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 知知的的財財産産権権のの理理解解とと活活用用かからら再再生生可可能能エエネネルルギギーーにに着着目目ししたたももののづづくくりり

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①教員の知的財産研修

創創造造

創創造造しし表表現現すす

るる体体験験

レ 創造性を鍛える

②課題研究での作品製作 ～ レ 情報を利用する能力

③授業での知財学習 ～ レ 発想・技術を表現する能力

④パテントコンテストの関する学習 レ 観察力を鍛える

⑤教員の知的財産研修 レ 技術を体系的に把握する能力

⑥成果発表のための作品応募   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護

・・尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

⑦講演会による知財学習 レ 保護・尊重する意識

⑧大学との連携活動 レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ レ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪ レ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理

解解

レ 制度の学習

⑬ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

知的財産の理解から設計・製作・実験・改良の流れが生まれ、精度の

高いものづくりと知的創造サイクルが実践でき、パテントコンテストに応募

することができた。また、農業科・工業科・商業科を併置している本校で、

講演会による知的学習は、生徒のみならず教員への啓蒙に繋がった。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    ■■特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

教科・学科では、工業科（電子情報科）において、2 年電子回路、3 年選択科目地球環境化学とソフトウェア

技術で産業財産権を中心に実施した。また、商業科（流通ビジネス科）では、教員研修を行い、3 年商品開発と

電子商取引で商標権・意匠権を中心に取り扱った。電子情報科 2 年・3 年の知的創造学習に取り組む前後の

アンケート結果をグラフ 1、グラフ 2 に示す。特別活動では、再生可能エネルギー分野で風力発電に着目し、風

力発電の特許を取得している大学と連携を取り、本校生徒が新たな知的創造物を製作することができた。ま

た、作品の完成度を上げるための助言等もいただくことができた。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[③③]]  

成成果果

内内容容  

 導入定着型の場合、地域別研究協議会では、興味関心を持たせる授業展開事例が多く紹介され、定量的な

評価について言及されてこなかった。今回、その評価方法について検討し、定量的に評価した。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

 通常の授業の中で知財について取り扱う場合、5 時間程度のまとまった時間の確保が必要で、標準テキスト

で示された内容と、実施科目で重要な内容にフォーカスしたことにより、知的財産に関する知識の定着が図ら

れた。また、その知識が他の科目での創造的発想授業に結びついた面が見られた。 

そそのの

根根拠拠  

 知的財産に関する知識の定量的な評価を「知的財産に関する知識の定着について（アンケート結果から）」に

示す。 

今今後後のの課課題題
特許検索から新たな知的創造作品を作りパテントコンテストに応募した。選考結果の評価コメントで実験デー

タの必要性があり、精度の高い実験を行うために、実験方法や設備について大学との連携が課題である。 

課課題題へへのの対対応応
大学との連携を図り、助言を頂きながら、校内である程度精度を高めた実験が行えるように実験装置を製作

する。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

写写真真 知知的的財財産産セセミミナナーー 写写真真 実実験験装装置置のの製製作作 写写真真 大大学学研研究究室室訪訪問問

科目名 年【電子回路】 時間 年【ソフトウェア技術】 時間 年【地球環境化学】 時間

内容

・「よくわかる！産業財産権

制度と特許庁の役割」の視聴

・視聴内容をレポートにまと

める

・「よくわかる！産業財産権制度と特許

庁の役割」の視聴

・視聴内容をレポートにまとめる

・ による特許検索（ソフトウ

ェア関連）

・コンピュータ関連ソフトウェアの産業

財産権と著作権

・産業財産権の問題演習

・「世の中に役立つ・社会に貢献

できる」「環境負荷が少ない」

「持続可能」をキーワードにエネ

ルギーを視点にして、新しい発想

のものを考える

重点内

容

・産業財産権

・回路配置利用権

・ソフトウェアに関する特許権と著作権

の違い

・知的財産とエネルギー

表表 指指導導内内容容

ググララフフ 学学年年指指導導回回数数 回回のの前前後後比比較較（（ ）） ググララフフ 学学年年指指導導回回数数 回回のの前前後後比比較較（（ ））

0%

20%

40%

60%

80%

100%
指導前（ 月） 指導後（ 月）

0%

20%

40%

60%

80%

100% 指導前（ 月） 指導後（ 月）

知知的的財財産産にに関関すするる知知識識のの定定着着ににつついいてて（（アアンンケケーートト結結果果かからら））

アンケートは一つのクラス を対象に、知的財産に関する授業を行った 日経過後に実施し
た。知的財産に関わる授業 表 参照 を 時間実施した科目をＡ、 時間実施した科目をＢとし、Ａ
のみ受講者・Ｂのみ受講者・ＡとＢの両方の受講者・受講していない生徒の つのカテゴリーに分
け、知識の定着をアンケートから分析した。アンケートは「知的財産権・産業財産権・特許権・実用
新案権・意匠権・商標権・著作権・特許庁・弁理士」の つの言葉について、「知っている・聞いた
ことがある・知らない」の 択とし、知っている ・聞いたことがある ・知らない として点数化
し、その平均点 を下表にまとめた。
Ｂのみ受講の生徒と受講なしの生徒との差はあまり見られず 時間程度の実施では、知財の知識の

定着は期待できない結果であった。今後は、興味関心を持ったその先につなげる授業展開を考える必
要がある。 時間の授業は、産業財産権標準テキスト総合編を参考にし、演習問題に取り組むことが
でき知識の定着を図ることができた。また、実践科目の内容に照らし合わせ、必要な法律を中心に行
うことが生徒の興味関心をさらに引き立て、主体的で対話的な学びにつながることがわかった。

時間数 人数 知的財産権 産業財産権 特許権 実用新案権 意匠権 商標権 著作権 特許庁 弁理士

Aのみ

Bのみ

受講なし
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０２ 学学校校名名 山山形形県県立立村村山山産産業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 庄司洋一

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 知知的的財財産産権権のの理理解解とと活活用用かからら再再生生可可能能エエネネルルギギーーにに着着目目ししたたももののづづくくりり

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①教員の知的財産研修

創創造造

創創造造しし表表現現すす

るる体体験験

レ 創造性を鍛える

②課題研究での作品製作 ～ レ 情報を利用する能力

③授業での知財学習 ～ レ 発想・技術を表現する能力

④パテントコンテストの関する学習 レ 観察力を鍛える

⑤教員の知的財産研修 レ 技術を体系的に把握する能力

⑥成果発表のための作品応募   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護

・・尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

⑦講演会による知財学習 レ 保護・尊重する意識

⑧大学との連携活動 レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ レ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪ レ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理

解解

レ 制度の学習

⑬ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

知的財産の理解から設計・製作・実験・改良の流れが生まれ、精度の

高いものづくりと知的創造サイクルが実践でき、パテントコンテストに応募

することができた。また、農業科・工業科・商業科を併置している本校で、

講演会による知的学習は、生徒のみならず教員への啓蒙に繋がった。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    ■■特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

教科・学科では、工業科（電子情報科）において、2 年電子回路、3 年選択科目地球環境化学とソフトウェア

技術で産業財産権を中心に実施した。また、商業科（流通ビジネス科）では、教員研修を行い、3 年商品開発と

電子商取引で商標権・意匠権を中心に取り扱った。電子情報科 2 年・3 年の知的創造学習に取り組む前後の

アンケート結果をグラフ 1、グラフ 2 に示す。特別活動では、再生可能エネルギー分野で風力発電に着目し、風

力発電の特許を取得している大学と連携を取り、本校生徒が新たな知的創造物を製作することができた。ま

た、作品の完成度を上げるための助言等もいただくことができた。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[③③]]  

成成果果

内内容容  

 導入定着型の場合、地域別研究協議会では、興味関心を持たせる授業展開事例が多く紹介され、定量的な

評価について言及されてこなかった。今回、その評価方法について検討し、定量的に評価した。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

 通常の授業の中で知財について取り扱う場合、5 時間程度のまとまった時間の確保が必要で、標準テキスト

で示された内容と、実施科目で重要な内容にフォーカスしたことにより、知的財産に関する知識の定着が図ら

れた。また、その知識が他の科目での創造的発想授業に結びついた面が見られた。 

そそのの

根根拠拠  

 知的財産に関する知識の定量的な評価を「知的財産に関する知識の定着について（アンケート結果から）」に

示す。 

今今後後のの課課題題
特許検索から新たな知的創造作品を作りパテントコンテストに応募した。選考結果の評価コメントで実験デー

タの必要性があり、精度の高い実験を行うために、実験方法や設備について大学との連携が課題である。 

課課題題へへのの対対応応
大学との連携を図り、助言を頂きながら、校内である程度精度を高めた実験が行えるように実験装置を製作

する。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

写写真真 知知的的財財産産セセミミナナーー 写写真真 実実験験装装置置のの製製作作 写写真真 大大学学研研究究室室訪訪問問

科目名 年【電子回路】 時間 年【ソフトウェア技術】 時間 年【地球環境化学】 時間

内容

・「よくわかる！産業財産権

制度と特許庁の役割」の視聴

・視聴内容をレポートにまと

める

・「よくわかる！産業財産権制度と特許

庁の役割」の視聴

・視聴内容をレポートにまとめる

・ による特許検索（ソフトウ

ェア関連）

・コンピュータ関連ソフトウェアの産業

財産権と著作権

・産業財産権の問題演習

・「世の中に役立つ・社会に貢献

できる」「環境負荷が少ない」

「持続可能」をキーワードにエネ

ルギーを視点にして、新しい発想

のものを考える

重点内

容

・産業財産権

・回路配置利用権

・ソフトウェアに関する特許権と著作権

の違い

・知的財産とエネルギー

表表 指指導導内内容容

ググララフフ 学学年年指指導導回回数数 回回のの前前後後比比較較（（ ）） ググララフフ 学学年年指指導導回回数数 回回のの前前後後比比較較（（ ））

0%

20%

40%

60%

80%

100%
指導前（ 月） 指導後（ 月）

0%

20%

40%

60%

80%

100% 指導前（ 月） 指導後（ 月）

知知的的財財産産にに関関すするる知知識識のの定定着着ににつついいてて（（アアンンケケーートト結結果果かからら））

アンケートは一つのクラス を対象に、知的財産に関する授業を行った 日経過後に実施し
た。知的財産に関わる授業 表 参照 を 時間実施した科目をＡ、 時間実施した科目をＢとし、Ａ
のみ受講者・Ｂのみ受講者・ＡとＢの両方の受講者・受講していない生徒の つのカテゴリーに分
け、知識の定着をアンケートから分析した。アンケートは「知的財産権・産業財産権・特許権・実用
新案権・意匠権・商標権・著作権・特許庁・弁理士」の つの言葉について、「知っている・聞いた
ことがある・知らない」の 択とし、知っている ・聞いたことがある ・知らない として点数化
し、その平均点 を下表にまとめた。
Ｂのみ受講の生徒と受講なしの生徒との差はあまり見られず 時間程度の実施では、知財の知識の

定着は期待できない結果であった。今後は、興味関心を持ったその先につなげる授業展開を考える必
要がある。 時間の授業は、産業財産権標準テキスト総合編を参考にし、演習問題に取り組むことが
でき知識の定着を図ることができた。また、実践科目の内容に照らし合わせ、必要な法律を中心に行
うことが生徒の興味関心をさらに引き立て、主体的で対話的な学びにつながることがわかった。

時間数 人数 知的財産権 産業財産権 特許権 実用新案権 意匠権 商標権 著作権 特許庁 弁理士

Aのみ

Bのみ

受講なし
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０３ 学学校校名名 東東京京都都立立多多摩摩科科学学技技術術高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 西野洋介

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 進進学学重重点点型型理理系系専専門門高高校校ににおおけけるる研研究究活活動動をを通通ししたた知知的的財財産産意意識識向向上上のの取取組組

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀知的財産の概念の理解

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

創造性を鍛える

➁実習等において知的財産権につ

いて学ぶ
情報を利用する能力

➂課題研究，実習において創意工

夫するアイデアを考える
発想・技術を表現する能力

④入山監視システムの開発（環境

省、長野工業高校との共同研究
観察力を鍛える

⑤課題研究において作品制作を行

う
技術を体系的に把握する能力

⑥ソフトウェアに関する権利につ

いて学ぶ

  

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

商品や社会とのつながりの理解

➆産業教育フェアへの出展 保護・尊重する意識

⑧課題研究において作品制作を行

う

技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨年間のまとめを行う 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

権利を活用する能力

⑪ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

各研究活動の新規性の向上、パテントコンテストへの出展促進、特許取

得から製品化への促進が見られるため B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

昨年度パテントコンテスト入賞者の特許出願および特許取得 

各研究活動を通じたアイディア創出活動 

パテントコンテスト出場へ向けた文献、先行研究調査 

長野工業高校、環境省との共同研究 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ①①]]  

成成果果

内内容容  
マシュマロチャレンジによる発想力トレーニング 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

限られた時間、資源内にチームによって問題解決を行うことにより、発想力、創造力、チームワーク、コミュニケ

ーション力、論理的思考力が鍛えられた 

そそのの

根根拠拠  

振り返りや、事後協議、2度目の同じワークショップにおいて、よりよい結果が得られたため 

今今後後のの課課題題 特許取得から活用への応用 

課課題題へへのの対対応応 近隣企業との共同や発表活動を通じた研究結果の普及 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

写真１ 研究発表の様子 写真 研究発表の様子

写真３ 紙タワーの様子 写真４ マシュマロチャレンジの様子

写真５ 環境省、長野工業高校との連携 写真６ 特許証
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０３ 学学校校名名 東東京京都都立立多多摩摩科科学学技技術術高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 西野洋介

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 進進学学重重点点型型理理系系専専門門高高校校ににおおけけるる研研究究活活動動をを通通ししたた知知的的財財産産意意識識向向上上のの取取組組

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀知的財産の概念の理解

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

創造性を鍛える

➁実習等において知的財産権につ

いて学ぶ
情報を利用する能力

➂課題研究，実習において創意工

夫するアイデアを考える
発想・技術を表現する能力

④入山監視システムの開発（環境

省、長野工業高校との共同研究
観察力を鍛える

⑤課題研究において作品制作を行

う
技術を体系的に把握する能力

⑥ソフトウェアに関する権利につ

いて学ぶ

  

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

商品や社会とのつながりの理解

➆産業教育フェアへの出展 保護・尊重する意識

⑧課題研究において作品制作を行

う

技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨年間のまとめを行う 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

権利を活用する能力

⑪ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

各研究活動の新規性の向上、パテントコンテストへの出展促進、特許取

得から製品化への促進が見られるため B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

昨年度パテントコンテスト入賞者の特許出願および特許取得 

各研究活動を通じたアイディア創出活動 

パテントコンテスト出場へ向けた文献、先行研究調査 

長野工業高校、環境省との共同研究 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ①①]]  

成成果果

内内容容  
マシュマロチャレンジによる発想力トレーニング 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

限られた時間、資源内にチームによって問題解決を行うことにより、発想力、創造力、チームワーク、コミュニケ

ーション力、論理的思考力が鍛えられた 

そそのの

根根拠拠  

振り返りや、事後協議、2度目の同じワークショップにおいて、よりよい結果が得られたため 

今今後後のの課課題題 特許取得から活用への応用 

課課題題へへのの対対応応 近隣企業との共同や発表活動を通じた研究結果の普及 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

写真１ 研究発表の様子 写真 研究発表の様子

写真３ 紙タワーの様子 写真４ マシュマロチャレンジの様子

写真５ 環境省、長野工業高校との連携 写真６ 特許証
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 様様式式６６ 

令令和和元元年年度度  実実践践事事例例報報告告書書 

学学校校番番号号  工０４ 学学校校名名  神神奈奈川川県県立立磯磯子子工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名  阿蘇 祐介 

ねねららいい  

（（○○印印））  

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関関連連法法((○○印印))  ａａ））特特許許・・実実用用  ｂｂ））意意匠匠  ｃｃ））商商標標  ｄｄ））そそのの他他（（            ））  

取取組組テテーーママ  課題研究および部活動での知的財産の活用と新たな知的財産製作物の製作  

年年間間のの取取組組内内容容  時時

期期  

該該当当すするる要要素素のの番番

号号  
  知知財財学学習習のの要要素素  

➀J-PlatPatの利用に関する指導。 4-5 (1)(2)(10)  

 

11..創創造造  

創創造造しし表表現現すするる

体体験験 

レ (1)創造性を鍛える 

➁製作物制作のための指導 5-6 (3)(4) レ (2)情報を利用する能力 

➂応募するコンテストの決定 6-7 (3)(5) レ (3)発想・技術を表現する能力 

④コンテストへ向け、制作物の制作 7-8 (3)(5) レ (4)観察力を鍛える 

⑤コンテスト応募への資料作成 9 (9)(12) レ (5)技術を体系的に把握する能力 

⑥コンテスト結果の振り返り 10-12 (2)(3)(4)   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識 

 (6)商品や社会とのつながりの理解 

➆全国産業教育フェアの視察 1 (4)  (7)保護・尊重する意識 

⑧課題研究発表会 1 (2)(3)(4)  (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 

⑨   レ (9)手続の理解  

⑩   33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力  

レ (10)権利を活用する能力 

⑪    (11)産業や経済との関係性の理

解  

⑫   44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解 
レ (12)制度の学習 

⑬    (13)専門家、資格制度の関する知

識 
 

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))  

A ほぼ達成（9割以上）  判

断

理

由 

・J-Platpat を利用した特許検索と、制作物の構想を生徒に考えさせること

を達成することはできた。パテントコンテストへの応募をすることはできた

が、残念ながら受賞することはできなかった。 
B 概ね達成（7割以上） 

C 不十分である(6割以下) 

D ほとんど達成できていない 

（4割以下） 

実実施施方方法法  □□全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況  
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

課題研究において既存の特許の活用と、新たな特許の出願を目指した制作物の製作を行うことに取り組んで

いる。初めは既存の特許を避けるように製作物の構想をしていたが、既にある特許と新たな特許とを組み合わ

せるよう指導したところ、使えるものを使い構想が固まっていった。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ①①  ]]  

成成果果

内内容容  

・J-Platapatでの検索法および特許に対する考え方を理解させることができた。 

 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

特許を学ぶにあたって、はじめは新しい技術・しくみ・工夫を考えることにとらわれ、製作物をすべて新しい

もので作らなければならないと考えていたように見られた。しかし、既存の特許を調べ、既存のものを使う

ことも問題ないと指導した結果、既存の特許も含め構想をするようになった。 

そそのの

根根拠拠  

はじめは、考えていたものが既に特許にあるとわかると、その時点で読むことをやめてしまっていたが、既存の

特許を使用できることを理解した後は、既存のものにも目を通すようになった。 

今今後後のの課課題題  

・J-Platpatでのキーワード検索に関して指導側も不慣れなところがあり、授業時間内に検索できる件数が限ら

れることや、探している項目にたどり着けていない可能性もある。 

課課題題へへのの対対応応  
コンテストへの出展の指導を行い、製作物の完成へ向け指導を行う。 

J-Platpatについての理解を深め、効率的な指導ができるようにする。 

 

 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

  

2 
 

＜写真・図表等掲載欄＞ 

 

JJ--PPllaattppaattにによよるる特特許許検検索索のの指指導導とと、、特特許許をを使使用用ししたた製製作作物物のの製製作作のの取取組組ににつついいてて  

 

 課題研究にて、特許についての解説と利用と創造について指導を行った。特許に対する生

徒のはじめの反応は、少しは知っているが遠い存在といったものであった。製作物について、

既存の特許を全く使わずに製作しなければならないという誤解をさせてしまい、考えたもの

が既存のものであるとそれ以上考えるのをやめてしまい、違うものに取り組もうとするとい

うことがあった。既存の特許を利用しながら、新しいしくみ、機構を考えることで、その部

分の特許となることを指導すると、製作物の方向性が固まり始めた。 

製作物は、ゲーム機を含めた、いろいろな家電などを操作できるコントローラを作ること

になった。表示やボタンなどを自由にするためにタッチパ

ネルを使用し、入力や表示の制御にマイクロコントローラ

を使用した。プログラムはWindowsに慣れているということ

なので、Windows10 がそのまま動作する「LATTEPANDA」を使

用し、それに対応した７インチディスプレイとタッチパネ

ルを使用した。プログラムに慣れた生徒がいたが、タッチ

パネルを使用したソフトウェアの開発は初めてであり、非

常に難航したがなんとか形にすることができた。 
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 様様式式６６ 

令令和和元元年年度度  実実践践事事例例報報告告書書 

学学校校番番号号  工０４ 学学校校名名  神神奈奈川川県県立立磯磯子子工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名  阿蘇 祐介 

ねねららいい  

（（○○印印））  

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関関連連法法((○○印印))  ａａ））特特許許・・実実用用  ｂｂ））意意匠匠  ｃｃ））商商標標  ｄｄ））そそのの他他（（            ））  

取取組組テテーーママ  課題研究および部活動での知的財産の活用と新たな知的財産製作物の製作  

年年間間のの取取組組内内容容  時時

期期  

該該当当すするる要要素素のの番番

号号  
  知知財財学学習習のの要要素素  

➀J-PlatPatの利用に関する指導。 4-5 (1)(2)(10)  

 

11..創創造造  

創創造造しし表表現現すするる

体体験験 

レ (1)創造性を鍛える 

➁製作物制作のための指導 5-6 (3)(4) レ (2)情報を利用する能力 

➂応募するコンテストの決定 6-7 (3)(5) レ (3)発想・技術を表現する能力 

④コンテストへ向け、制作物の制作 7-8 (3)(5) レ (4)観察力を鍛える 

⑤コンテスト応募への資料作成 9 (9)(12) レ (5)技術を体系的に把握する能力 

⑥コンテスト結果の振り返り 10-12 (2)(3)(4)   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識 

 (6)商品や社会とのつながりの理解 

➆全国産業教育フェアの視察 1 (4)  (7)保護・尊重する意識 

⑧課題研究発表会 1 (2)(3)(4)  (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 

⑨   レ (9)手続の理解  

⑩   33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力  

レ (10)権利を活用する能力 

⑪    (11)産業や経済との関係性の理

解  

⑫   44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解 
レ (12)制度の学習 

⑬    (13)専門家、資格制度の関する知

識 
 

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))  

A ほぼ達成（9割以上）  判

断

理

由 

・J-Platpat を利用した特許検索と、制作物の構想を生徒に考えさせること

を達成することはできた。パテントコンテストへの応募をすることはできた

が、残念ながら受賞することはできなかった。 
B 概ね達成（7割以上） 

C 不十分である(6割以下) 

D ほとんど達成できていない 

（4割以下） 

実実施施方方法法  □□全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況  
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

課題研究において既存の特許の活用と、新たな特許の出願を目指した制作物の製作を行うことに取り組んで

いる。初めは既存の特許を避けるように製作物の構想をしていたが、既にある特許と新たな特許とを組み合わ

せるよう指導したところ、使えるものを使い構想が固まっていった。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ①①  ]]  

成成果果

内内容容  

・J-Platapatでの検索法および特許に対する考え方を理解させることができた。 

 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

特許を学ぶにあたって、はじめは新しい技術・しくみ・工夫を考えることにとらわれ、製作物をすべて新しい

もので作らなければならないと考えていたように見られた。しかし、既存の特許を調べ、既存のものを使う

ことも問題ないと指導した結果、既存の特許も含め構想をするようになった。 

そそのの

根根拠拠  

はじめは、考えていたものが既に特許にあるとわかると、その時点で読むことをやめてしまっていたが、既存の

特許を使用できることを理解した後は、既存のものにも目を通すようになった。 

今今後後のの課課題題  

・J-Platpatでのキーワード検索に関して指導側も不慣れなところがあり、授業時間内に検索できる件数が限ら

れることや、探している項目にたどり着けていない可能性もある。 

課課題題へへのの対対応応  
コンテストへの出展の指導を行い、製作物の完成へ向け指導を行う。 

J-Platpatについての理解を深め、効率的な指導ができるようにする。 

 

 

 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」 

  

2 
 

＜写真・図表等掲載欄＞ 

 

JJ--PPllaattppaattにによよるる特特許許検検索索のの指指導導とと、、特特許許をを使使用用ししたた製製作作物物のの製製作作のの取取組組ににつついいてて  

 

 課題研究にて、特許についての解説と利用と創造について指導を行った。特許に対する生

徒のはじめの反応は、少しは知っているが遠い存在といったものであった。製作物について、

既存の特許を全く使わずに製作しなければならないという誤解をさせてしまい、考えたもの

が既存のものであるとそれ以上考えるのをやめてしまい、違うものに取り組もうとするとい

うことがあった。既存の特許を利用しながら、新しいしくみ、機構を考えることで、その部

分の特許となることを指導すると、製作物の方向性が固まり始めた。 

製作物は、ゲーム機を含めた、いろいろな家電などを操作できるコントローラを作ること

になった。表示やボタンなどを自由にするためにタッチパ

ネルを使用し、入力や表示の制御にマイクロコントローラ

を使用した。プログラムはWindowsに慣れているということ

なので、Windows10 がそのまま動作する「LATTEPANDA」を使

用し、それに対応した７インチディスプレイとタッチパネ

ルを使用した。プログラムに慣れた生徒がいたが、タッチ

パネルを使用したソフトウェアの開発は初めてであり、非

常に難航したがなんとか形にすることができた。 
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０５ 学学校校名名 神神奈奈川川県県立立平平塚塚工工科科高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 足立 拓也

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 発想・保護・活用を含んだ一連の学習体系の確立

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀ 身近なものから課題解決 （ ）（ ）

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

創造性を鍛える

➁ ペーパータワーの作成 （ ）（ ） 情報を利用する能力

➂ 身近な文房具からヒント （ ）（ ） 発想・技術を表現する能力

④ 特許を申請するということ （ ）（ ） 観察力を鍛える

⑤ 弁理士へ相談 （ ） 技術を体系的に把握する能力

⑥ パテントコンテスト （ ）（ ）   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

商品や社会とのつながりの理解

➆ 保護・尊重する意識

⑧ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

権利を活用する能力

⑪ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解

制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

 当初の計画通り、校内における取り組む体制を立て、１学年２３８名対

象に取組を広げることができ、どの分野でもこの取組む体制を整えた。 

 一方で、教員向けの啓発がうまくいかずにいた。他にも時間数の確保

や学習内容の精選が課題となった。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    ■■そそのの他他（（      総総合合的的なな探探究究のの時時間間        ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

 教員サイドで、学習に取組むために校務分掌として、担当者を配置して取組むことができた。その結果、１学

年８クラスにつき１６名の教員を当て、２３８名の生徒に対する学校としての活動に位置付けた。各分野に１名を

知財のパイロットとして活動してもらい、特許情報を活用した課題解決を進めた。 

 １学年において、知財マインドの育成のために４回分の学習を実施した。その中で、生徒から「いろんな意見

が聞けてよかった」「自分では考えもしなかった発想に触れられてよかった」と感想を述べている。 

 保護に関する学習では映像資料にて実施し、およそ７０％の生徒が特許の制度を理解できた。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ②②]]  

成成果果

内内容容  

 発想を共有しあう大切さを、取組を通して実感することができた。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

 多くの意見やその人からの視点を共有し、新たな問題解決に向けて意見を出しあうように変化した。 

そそのの

根根拠拠  

 アンケートによって７０％程度の生徒から「他人の発想に触れてよかった」という旨の記述があった。「自分か

ら意見を発することで自信をつけられた」と記述したのが２０％程度あった。 

今今後後のの課課題題
 担当する職員が全く初めて触れることになり、法的事実については知っているものの学習に対して、目的を共

有できず、生徒に効果的な学習を進めることが難点だった。 

課課題題へへのの対対応応
 今年度の取組により、弁理士との連絡交換を行ったので、教職員向けの啓発を依頼し、より効果的に伝えら

れるように、生徒にも弁理士と接する機会を設けたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（ググララフフ））知知的的財財産産権権ににつついいててのの周周知知度度 （（写写真真））ペペーーパパーータタワワーー活活動動風風景景写写真真 （（写写真真））創創作作作作品品写写真真

表表．．指指導導内内容容 ググララフフ．．（（ググララフフ））成成果果

（（特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））ペペーーパパーータタワワーーのの取取組組ににつついいてて

知財学習を取組むにあたって、約７０％の生徒がグループワークを楽しみながらためになる学

習法であることが分かりました。１学年の総合的な探究の時間において、知財学習を４回分展開

し、そのうちの初回で、ペーパータワー製作を行いました。

ペーパータワー製作を通して、意見を出し合い、役割を決めたり、役割を自分で発見したりと

各々目的を一つにして行いました。

感想は「いろいろな意見が聞けた。」

「突飛な発想に触れられ驚いた。」

といった思考に対して学ぶことができた。

どの生徒も発言が多く、また、紙を

どのように折り曲げたらよいか、どの程度

丁寧に折ったりするのか、どうしたら高く

なるのか、考えが止まらない授業となった。

（（例例））取取組組のの様様子子のの写写真真

１回目 ペーパータワー製作

２回目 身近なものから課題

３回目 身近なものから解決

４回目 特許法について
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０５ 学学校校名名 神神奈奈川川県県立立平平塚塚工工科科高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 足立 拓也

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 発想・保護・活用を含んだ一連の学習体系の確立

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀ 身近なものから課題解決 （ ）（ ）

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

創造性を鍛える

➁ ペーパータワーの作成 （ ）（ ） 情報を利用する能力

➂ 身近な文房具からヒント （ ）（ ） 発想・技術を表現する能力

④ 特許を申請するということ （ ）（ ） 観察力を鍛える

⑤ 弁理士へ相談 （ ） 技術を体系的に把握する能力

⑥ パテントコンテスト （ ）（ ）   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

商品や社会とのつながりの理解

➆ 保護・尊重する意識

⑧ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

権利を活用する能力

⑪ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解

制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

 当初の計画通り、校内における取り組む体制を立て、１学年２３８名対

象に取組を広げることができ、どの分野でもこの取組む体制を整えた。 

 一方で、教員向けの啓発がうまくいかずにいた。他にも時間数の確保

や学習内容の精選が課題となった。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    ■■そそのの他他（（      総総合合的的なな探探究究のの時時間間        ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

 教員サイドで、学習に取組むために校務分掌として、担当者を配置して取組むことができた。その結果、１学

年８クラスにつき１６名の教員を当て、２３８名の生徒に対する学校としての活動に位置付けた。各分野に１名を

知財のパイロットとして活動してもらい、特許情報を活用した課題解決を進めた。 

 １学年において、知財マインドの育成のために４回分の学習を実施した。その中で、生徒から「いろんな意見

が聞けてよかった」「自分では考えもしなかった発想に触れられてよかった」と感想を述べている。 

 保護に関する学習では映像資料にて実施し、およそ７０％の生徒が特許の制度を理解できた。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ②②]]  

成成果果

内内容容  

 発想を共有しあう大切さを、取組を通して実感することができた。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

 多くの意見やその人からの視点を共有し、新たな問題解決に向けて意見を出しあうように変化した。 

そそのの

根根拠拠  

 アンケートによって７０％程度の生徒から「他人の発想に触れてよかった」という旨の記述があった。「自分か

ら意見を発することで自信をつけられた」と記述したのが２０％程度あった。 

今今後後のの課課題題
 担当する職員が全く初めて触れることになり、法的事実については知っているものの学習に対して、目的を共

有できず、生徒に効果的な学習を進めることが難点だった。 

課課題題へへのの対対応応
 今年度の取組により、弁理士との連絡交換を行ったので、教職員向けの啓発を依頼し、より効果的に伝えら

れるように、生徒にも弁理士と接する機会を設けたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（ググララフフ））知知的的財財産産権権ににつついいててのの周周知知度度 （（写写真真））ペペーーパパーータタワワーー活活動動風風景景写写真真 （（写写真真））創創作作作作品品写写真真

表表．．指指導導内内容容 ググララフフ．．（（ググララフフ））成成果果

（（特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））ペペーーパパーータタワワーーのの取取組組ににつついいてて

知財学習を取組むにあたって、約７０％の生徒がグループワークを楽しみながらためになる学

習法であることが分かりました。１学年の総合的な探究の時間において、知財学習を４回分展開

し、そのうちの初回で、ペーパータワー製作を行いました。

ペーパータワー製作を通して、意見を出し合い、役割を決めたり、役割を自分で発見したりと

各々目的を一つにして行いました。

感想は「いろいろな意見が聞けた。」

「突飛な発想に触れられ驚いた。」

といった思考に対して学ぶことができた。

どの生徒も発言が多く、また、紙を

どのように折り曲げたらよいか、どの程度

丁寧に折ったりするのか、どうしたら高く

なるのか、考えが止まらない授業となった。

（（例例））取取組組のの様様子子のの写写真真

１回目 ペーパータワー製作

２回目 身近なものから課題

３回目 身近なものから解決

４回目 特許法について
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０６ 学学校校名名 静静岡岡県県立立御御殿殿場場等等学学校校 担担当当教教員員名名 坂本 貴志

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 地地元元とと連連携携ししたた新新商商品品のの開開発発おおよよびび知知財財学学習習

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①教科書を用いた基礎学習

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

②事例を基にした財産保護の学習 レ 情報を利用する能力

③授業でアイディアを出す学習 レ 発想・技術を表現する能力

④知財に関するリテラシー学習 レ 観察力を鍛える

⑤競技車両を通した知的財産教育 技術を体系的に把握する能力

⑥地域企業と連携した新商品開発 通年   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

⑦外部講師による知財教育 レ 保護・尊重する意識

⑧ レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪ レ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解

制度の学習

⑬ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311日日時時点点

のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

・授業において昨年度の知財教育を踏まえ、より実践的で発展

的な教育ができた。 

・地域と連携し、地域の特性を生かした商品開発や民間企業の

技術者による知財教育（写真１）を行うことができた。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    ■■そそのの他他（（    職職員員研研修修    ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的なな数数値値とと

ととももにに記記載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・マインドマップを用いる課題（写真２）や知財に関するケーススタディ、ペーパータワーの製作（写真３）など

実践的で発展的な学習を展開することができた。地元企業の技術者や大学講師による知財講演を行い産

業財産権に関する理解を深めることができた。学校設定科目「工業技術基礎演習」のアンケートでは、知

財に関する理解度が 42％から 80％に向上した。 

・地元 NPO 法人と連携し、商品開発を行うことができた。また、それに関して J-PlatPat にて意匠に関する

類似商品の調査や先行技術の検索などを行った。 

・外部講師（大学教授）による知財教育講演会を実施した。（写真４） 

・教職員への知財講習会を実施し、校内における環境整備を行うことができた。 

最最もも成成果果

がが見見らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑥⑥  ]]  

成成果果  

内内容容  

・商品開発では、「課題研究」において鉄と間伐材を組み合わせたトロフィーケースの製作を行った。商品

の仕様検討や構想設計において、生徒同士が積極的に議論し、様々なアイディアを出すことで創造力や

観察力を育成することができた。（写真５、６） 

・自分たちが商品開発しているものと産業財産権との関わりを理解することができた。 
生生徒徒・・学学

生生にに見見らら

れれたた変変化化  

・アイディアを生み出すことの難しさと面白さを理解し、知財に関する実践的な知識を深めることができた。 

・J-PlatPatによる特許情報検索が行えるようになった。 

そそのの根根拠拠  
・アンケートの記述による。知財に関する理解度は 35％から 85％に向上した。 

・J-PlatPatにより自らのアイディアについて既存の権利との関係を確認できるようになった。 

今今後後のの課課題題

・商品開発においては、製作に時間がかかり商品開発後の申請など制度に関する内容に触れることがで

きなかった。 

・学校全体での取り組みとして不十分である。様々な教科で展開し、対象生徒を増やす必要がある。 

課課題題へへのの対対応応
･製作にさほど時間を要しない商品開発を行い、パテントコンテストなどへの参加を目指す。 

･教職員間で教材を共有するなど環境整備を行うことで、知財教育の対象生徒増加を目指す。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））地地元元企企業業技技術術者者にによよるる知知財財教教育育 （（写写真真 ））ママイインンドドママッッププにによよるる課課題題解解決決（（校校章章製製作作））

（（写写真真 ））ペペーーパパーータタワワーーのの製製作作 （（写写真真 ））外外部部講講師師にによよるる知知財財教教育育

（（写写真真 ））トトロロフフィィーーケケーーススのの設設計計 （（写写真真 ））商商品品開開発発 作作品品
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０６ 学学校校名名 静静岡岡県県立立御御殿殿場場等等学学校校 担担当当教教員員名名 坂本 貴志

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 地地元元とと連連携携ししたた新新商商品品のの開開発発おおよよびび知知財財学学習習

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①教科書を用いた基礎学習

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

②事例を基にした財産保護の学習 レ 情報を利用する能力

③授業でアイディアを出す学習 レ 発想・技術を表現する能力

④知財に関するリテラシー学習 レ 観察力を鍛える

⑤競技車両を通した知的財産教育 技術を体系的に把握する能力

⑥地域企業と連携した新商品開発 通年   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

⑦外部講師による知財教育 レ 保護・尊重する意識

⑧ レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪ レ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解

制度の学習

⑬ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311日日時時点点

のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

・授業において昨年度の知財教育を踏まえ、より実践的で発展

的な教育ができた。 

・地域と連携し、地域の特性を生かした商品開発や民間企業の

技術者による知財教育（写真１）を行うことができた。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    ■■そそのの他他（（    職職員員研研修修    ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的なな数数値値とと

ととももにに記記載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・マインドマップを用いる課題（写真２）や知財に関するケーススタディ、ペーパータワーの製作（写真３）など

実践的で発展的な学習を展開することができた。地元企業の技術者や大学講師による知財講演を行い産

業財産権に関する理解を深めることができた。学校設定科目「工業技術基礎演習」のアンケートでは、知

財に関する理解度が 42％から 80％に向上した。 

・地元 NPO 法人と連携し、商品開発を行うことができた。また、それに関して J-PlatPat にて意匠に関する

類似商品の調査や先行技術の検索などを行った。 

・外部講師（大学教授）による知財教育講演会を実施した。（写真４） 

・教職員への知財講習会を実施し、校内における環境整備を行うことができた。 

最最もも成成果果

がが見見らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑥⑥  ]]  

成成果果  

内内容容  

・商品開発では、「課題研究」において鉄と間伐材を組み合わせたトロフィーケースの製作を行った。商品

の仕様検討や構想設計において、生徒同士が積極的に議論し、様々なアイディアを出すことで創造力や

観察力を育成することができた。（写真５、６） 

・自分たちが商品開発しているものと産業財産権との関わりを理解することができた。 
生生徒徒・・学学

生生にに見見らら

れれたた変変化化  

・アイディアを生み出すことの難しさと面白さを理解し、知財に関する実践的な知識を深めることができた。 

・J-PlatPatによる特許情報検索が行えるようになった。 

そそのの根根拠拠  
・アンケートの記述による。知財に関する理解度は 35％から 85％に向上した。 

・J-PlatPatにより自らのアイディアについて既存の権利との関係を確認できるようになった。 

今今後後のの課課題題

・商品開発においては、製作に時間がかかり商品開発後の申請など制度に関する内容に触れることがで

きなかった。 

・学校全体での取り組みとして不十分である。様々な教科で展開し、対象生徒を増やす必要がある。 

課課題題へへのの対対応応
･製作にさほど時間を要しない商品開発を行い、パテントコンテストなどへの参加を目指す。 

･教職員間で教材を共有するなど環境整備を行うことで、知財教育の対象生徒増加を目指す。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））地地元元企企業業技技術術者者にによよるる知知財財教教育育 （（写写真真 ））ママイインンドドママッッププにによよるる課課題題解解決決（（校校章章製製作作））

（（写写真真 ））ペペーーパパーータタワワーーのの製製作作 （（写写真真 ））外外部部講講師師にによよるる知知財財教教育育

（（写写真真 ））トトロロフフィィーーケケーーススのの設設計計 （（写写真真 ））商商品品開開発発 作作品品
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０７ 学学校校名名 京京都都市市立立京京都都工工学学院院高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 中村 晋太郎

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 産産学学連連携携をを利利用用ししたた知知財財のの創創造造・・保保護護・・活活用用のの意意識識醸醸成成ととココンンテテスストト参参加加をを通通ししたた実実践践

年年間間のの取取組組内内容容  時時

期期  

該該当当すするる要要素素のの番番

号号  

  知知財財学学習習のの要要素素  

➀パテントコンテスト募集書類作成に関わ

る講師招聘
～ ～

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

➁パテントコンテストへ向けたプロタイプ

の製作
～ ～ レ 情報を利用する能力

➂知的財産に関する講演会（弁理士の先生

を招いて）
～ レ 発想・技術を表現する能力

④知的財産に関する教員研修（金沢工業大

学）

知財教育用ボードゲーム開発に関する研修

としてのヒアリング（金沢工業大学虎ノ門

キャンパス）

～ レ 観察力を鍛える

⑤知的財産に関する調査（調査用書籍調

達）
～ レ 技術を体系的に把握する能力

⑥知的財産に関する講演会（京都発ベンチ

ャー企業の取締役の方を招いて）
～   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

➆アンケート等のまとめ ～ レ 保護・尊重する意識

⑧新規追加：本校プロジェクトゼミで取り

組んでいる内容の発表（金沢工業大学に

て）

～ レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ レ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪ レ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
レ 制度の学習

⑬ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

 各種調査関係において変更実施をおこなったが、ほぼ予定通り実施した。 

 また、本校プロジェクトゼミでは、モノづくり・コトづくりという実践が各生徒が組むチームごと

で深化され、知財というものも製作プロセスの中で意識され始めている。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

 知財関係の事務の経験が豊富な講師の先生を招いて、２件のアイデアについてご指導をいただいた。それら２件のアイデ
アをパテントコンテスト出品したところ、２作品とも２次事前審査に合格し１件においては優秀賞をいただくことができた。 

 校内においても、生徒ならびに教員に「パテント」という言葉が認知されはじめている。 

 また、ボードゲームの開発を進行してきた。はじめは１人２人と少人数ではじめたものだが、すこしずつ活動に広がりがでて

きている。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ①①  ]]  

成成果果

内内容容  

 プロジェクトゼロ・プロジェクトゼミ等の本校コア科目において全校生徒が創造し表現する力をきたえつつある。 

 知財を保護する意識を育むため知財すごろくを制作中である。現在 Ver3を制作しているところである。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

 パテントコンテストへ出品することが、生徒にとってよい刺激になっているようである。コンテストに出品するとなれば、課題問題意識がしっ

かりとしていること。先行している技術をきちんと調べること、また独自のアイデアが何だったのかを整理すること、そしてアイデアをカタチに

する実行力等の総合力が問われ、生徒にいろいろと考えさせるよい機会になっている。 

そそのの

根根拠拠  

 今回パテントコンテストで優秀賞をとった生徒の一人が起業をしてみたいと話してくれた、将来どのような進路を進むにしろ、知財を中心と

する経済活動に興味を持ってくれたことがとてもうれしい。 

今今後後のの課課題題  すごろくの早期完成、ならびに授業への織込みたい。 

課課題題へへのの対対応応  高校生の水準で共感できるようにしたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（例例））各各種種ココンンテテスストトへへ参参加加 （（例例））ププロロジジェェククトト・・ゼゼミミ （（例例））パパテテココンン出出品品作作品品

表表．．（（例例））（（表表 ））指指導導内内容容 ググララフフ．．（（例例））（（ググララフフ ））成成果果（（指指導導前前後後のの比比較較））

（（例例：：特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））パパテテココンン参参加加のの取取組組ににつついいてて

工業系の高校において、モノを創り表現するというのはとても得意だと感じている。ただ、そ

の作ったものに、必ず「課題意識」や「問題意識」が定義されているかというと、そうでもな

い。例えばラジコンやゲームのように、市場にその製品があってそれのコピーをつくってみたい

という直球ど真ん中？的な視点で製作を開始する生

徒がいる。確かにブラックボックスの中身がどう

なっているのだろうかという好奇心は尊いのだが、

もう１プラスワンを生徒に期待してしまう。

エジソンではないが「必要は発明の母である」

この格言をもってすれば単にパテコンのみならず、

学業・部活動・就職試験・入試と彼らに舞い降り

る無理難題をはねのけてくれるのではないかと期

待している。

そういう意味を今回のパテントコンテスト参加

で素直に感じることができた。 （（例例））取取組組のの様様子子のの写写真真

パテコン出品に関わる専門家の

招聘

各種コンテストへの参加

（モノコトイノベーション）

（高校生ビジネスプラン ）

知財すごろくの制作と金沢工

業大学との連携

全校生徒に対する講師招聘

パテントコンテスト出品

意識調査については

月 日の講演会にむけて実施

している最中です。
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０７ 学学校校名名 京京都都市市立立京京都都工工学学院院高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 中村 晋太郎

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 産産学学連連携携をを利利用用ししたた知知財財のの創創造造・・保保護護・・活活用用のの意意識識醸醸成成ととココンンテテスストト参参加加をを通通ししたた実実践践

年年間間のの取取組組内内容容  時時

期期  

該該当当すするる要要素素のの番番

号号  

  知知財財学学習習のの要要素素  

➀パテントコンテスト募集書類作成に関わ

る講師招聘
～ ～

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

➁パテントコンテストへ向けたプロタイプ

の製作
～ ～ レ 情報を利用する能力

➂知的財産に関する講演会（弁理士の先生

を招いて）
～ レ 発想・技術を表現する能力

④知的財産に関する教員研修（金沢工業大

学）

知財教育用ボードゲーム開発に関する研修

としてのヒアリング（金沢工業大学虎ノ門

キャンパス）

～ レ 観察力を鍛える

⑤知的財産に関する調査（調査用書籍調

達）
～ レ 技術を体系的に把握する能力

⑥知的財産に関する講演会（京都発ベンチ

ャー企業の取締役の方を招いて）
～   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

➆アンケート等のまとめ ～ レ 保護・尊重する意識

⑧新規追加：本校プロジェクトゼミで取り

組んでいる内容の発表（金沢工業大学に

て）

～ レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ レ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪ レ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
レ 制度の学習

⑬ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

 各種調査関係において変更実施をおこなったが、ほぼ予定通り実施した。 

 また、本校プロジェクトゼミでは、モノづくり・コトづくりという実践が各生徒が組むチームごと

で深化され、知財というものも製作プロセスの中で意識され始めている。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

 知財関係の事務の経験が豊富な講師の先生を招いて、２件のアイデアについてご指導をいただいた。それら２件のアイデ
アをパテントコンテスト出品したところ、２作品とも２次事前審査に合格し１件においては優秀賞をいただくことができた。 

 校内においても、生徒ならびに教員に「パテント」という言葉が認知されはじめている。 

 また、ボードゲームの開発を進行してきた。はじめは１人２人と少人数ではじめたものだが、すこしずつ活動に広がりがでて

きている。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ①①  ]]  

成成果果

内内容容  

 プロジェクトゼロ・プロジェクトゼミ等の本校コア科目において全校生徒が創造し表現する力をきたえつつある。 

 知財を保護する意識を育むため知財すごろくを制作中である。現在 Ver3を制作しているところである。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

 パテントコンテストへ出品することが、生徒にとってよい刺激になっているようである。コンテストに出品するとなれば、課題問題意識がしっ

かりとしていること。先行している技術をきちんと調べること、また独自のアイデアが何だったのかを整理すること、そしてアイデアをカタチに

する実行力等の総合力が問われ、生徒にいろいろと考えさせるよい機会になっている。 

そそのの

根根拠拠  

 今回パテントコンテストで優秀賞をとった生徒の一人が起業をしてみたいと話してくれた、将来どのような進路を進むにしろ、知財を中心と

する経済活動に興味を持ってくれたことがとてもうれしい。 

今今後後のの課課題題  すごろくの早期完成、ならびに授業への織込みたい。 

課課題題へへのの対対応応  高校生の水準で共感できるようにしたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（例例））各各種種ココンンテテスストトへへ参参加加 （（例例））ププロロジジェェククトト・・ゼゼミミ （（例例））パパテテココンン出出品品作作品品

表表．．（（例例））（（表表 ））指指導導内内容容 ググララフフ．．（（例例））（（ググララフフ ））成成果果（（指指導導前前後後のの比比較較））

（（例例：：特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））パパテテココンン参参加加のの取取組組ににつついいてて

工業系の高校において、モノを創り表現するというのはとても得意だと感じている。ただ、そ

の作ったものに、必ず「課題意識」や「問題意識」が定義されているかというと、そうでもな

い。例えばラジコンやゲームのように、市場にその製品があってそれのコピーをつくってみたい

という直球ど真ん中？的な視点で製作を開始する生

徒がいる。確かにブラックボックスの中身がどう

なっているのだろうかという好奇心は尊いのだが、

もう１プラスワンを生徒に期待してしまう。

エジソンではないが「必要は発明の母である」

この格言をもってすれば単にパテコンのみならず、

学業・部活動・就職試験・入試と彼らに舞い降り

る無理難題をはねのけてくれるのではないかと期

待している。

そういう意味を今回のパテントコンテスト参加

で素直に感じることができた。 （（例例））取取組組のの様様子子のの写写真真

パテコン出品に関わる専門家の

招聘

各種コンテストへの参加

（モノコトイノベーション）

（高校生ビジネスプラン ）

知財すごろくの制作と金沢工

業大学との連携

全校生徒に対する講師招聘

パテントコンテスト出品

意識調査については

月 日の講演会にむけて実施

している最中です。
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０８ 学学校校名名 兵兵庫庫県県立立相相生生産産業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 上延幸司

ねねららいい

（（○○印印））

○ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ○ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ○ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ○ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ○○ａａ））特特許許・・実実用用 ○○ｂｂ））意意匠匠 ○○ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ ももののづづくくりりをを通通ししてて知知的的創創造造力力をを身身ににつつけけたた自自立立型型人人材材のの育育成成をを目目的的ととししたた、、知知的的財財産産学学習習のの学学校校へへのの導導入入。。

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①課題研究 通年

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

✔ 創造性を鍛える

②実習 通年 ✔ 情報を利用する能力

③ 製 図 （ ２ ・ ３
）

通年 ✔ 発想・技術を表現する能力

④ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ ✔ 観察力を鍛える

⑤知財セミナー ✔ 技術を体系的に把握する能力

⑥   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

✔ 商品や社会とのつながりの理解

➆ ✔ 保護・尊重する意識

⑧ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ ✔ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

権利を活用する能力

⑪ ✔ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
✔ 制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

○A  ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

・実習、課題研究各班において PDCA サイクル及び知的財産を意識した

取り組みを実施した。 

・デザインパテントコンテスト応募に向け、アイデア創出法を学んだ。 

・1学年全体で知財セミナーを開催できた。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ☑☑教教科科・・学学科科でで実実施施    ☑☑特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・実習・課題研究において、各班で PDCA サイクルを意識して取り組んだ。課題研究・知的財産班では、知的財

産制度の学習や、J-PlaｔPatでの検索、グループでの知的財産ポスター制作に取り組んだ。(写真 1)(資料 1) 

・製図の基礎的知識の習得とデザインパテントコンテストに向けてのアイデア創出に取り組んだ。また、校内コ

ンテストを実施し、そのアイデアを基にグループ協議をおこない、コンテストに１０案応募した。(写真 2) 

・特別活動として、生徒の発想力、創造力を伸ばすために、1 学年全体でグループワーク「紙タワー」を実施し

た。機械科だけでなく、他の教科の教員にも見学を呼びかけて、教員研修も兼ねて実施した。(写真 3) 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑤⑤  ]]  

成成果果

内内容容  

・第 1学年の生徒及び教員に、知的財産学習に取り組んでいる状況を認知させることができた 

・知的財産学習に関する興味を持たせることができた 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・知的財産に関する意識や知識の向上した 

・他者とのコミュニケーションや、創造力、発想力の必要性を認識することができた 

そそのの

根根拠拠  

・アンケートの結果コミュニケーション力、発想力、創造力が必要であると答えた生徒が８６％となった。また、知

的財産学習をしてみたいと答えた生徒が８３％となった。（グラフ 1） 

今今後後のの課課題題
・授業時間が十分に確保できず、デザインパテントコンテストへの応募書類の図面において、準備が不十分に

なった。 ・取り組み全体が創造の領域のみになってしまったものが多かった。 

課課題題へへのの対対応応
・従来のカリキュラムの中でコンテスト参加を目指したが、根本的な学習内容を見直す。・授業の導入において

先進技術の紹介等の保護、活用の領域について触れることができるようにしていきたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））課課題題研研究究製製作作物物写写真真 （（写写真真 ））デデザザイインン意意見見交交換換活活動動写写真真 写写真真 ））知知財財セセミミナナーー写写真真

（（資資料料 ））知知的的財財産産ポポススタターー （（ググララフフ ）） 年年生生のの知知的的財財産産学学習習にに対対すするる意意識識

課課題題研研究究鍛鍛造造班班のの取取組組ににつついいてて

課題研究鍛造班では、鍛造の基本技術の習得を目指しています。技術の本質を把握し、一枚の

銅板から銅器を打ち出すという作業内容を誰にでも体験できるように、作業内容を細分化し、効

率的な治具の製作に取り組みました。木工旋盤を使用し、銅器を打ち出すための大きさや穴の深

さを変更しながら、一番打ち出しやすい形状となるように製作しました。文化祭当日には多くの

方に試していただくことができ、楽しんでもらいました。

①①文文化化祭祭のの体体験験教教室室のの様様子子 ②②治治具具製製作作とと試試しし打打ちち
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工０８ 学学校校名名 兵兵庫庫県県立立相相生生産産業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 上延幸司

ねねららいい

（（○○印印））

○ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ○ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ○ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ○ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ○○ａａ））特特許許・・実実用用 ○○ｂｂ））意意匠匠 ○○ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ ももののづづくくりりをを通通ししてて知知的的創創造造力力をを身身ににつつけけたた自自立立型型人人材材のの育育成成をを目目的的ととししたた、、知知的的財財産産学学習習のの学学校校へへのの導導入入。。

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①課題研究 通年

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

✔ 創造性を鍛える

②実習 通年 ✔ 情報を利用する能力

③ 製 図 （ ２ ・ ３
）

通年 ✔ 発想・技術を表現する能力

④ﾃﾞｻﾞｲﾝﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ ✔ 観察力を鍛える

⑤知財セミナー ✔ 技術を体系的に把握する能力

⑥   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

✔ 商品や社会とのつながりの理解

➆ ✔ 保護・尊重する意識

⑧ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ ✔ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

権利を活用する能力

⑪ ✔ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
✔ 制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

○A  ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

・実習、課題研究各班において PDCA サイクル及び知的財産を意識した

取り組みを実施した。 

・デザインパテントコンテスト応募に向け、アイデア創出法を学んだ。 

・1学年全体で知財セミナーを開催できた。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ☑☑教教科科・・学学科科でで実実施施    ☑☑特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・実習・課題研究において、各班で PDCA サイクルを意識して取り組んだ。課題研究・知的財産班では、知的財

産制度の学習や、J-PlaｔPatでの検索、グループでの知的財産ポスター制作に取り組んだ。(写真 1)(資料 1) 

・製図の基礎的知識の習得とデザインパテントコンテストに向けてのアイデア創出に取り組んだ。また、校内コ

ンテストを実施し、そのアイデアを基にグループ協議をおこない、コンテストに１０案応募した。(写真 2) 

・特別活動として、生徒の発想力、創造力を伸ばすために、1 学年全体でグループワーク「紙タワー」を実施し

た。機械科だけでなく、他の教科の教員にも見学を呼びかけて、教員研修も兼ねて実施した。(写真 3) 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑤⑤  ]]  

成成果果

内内容容  

・第 1学年の生徒及び教員に、知的財産学習に取り組んでいる状況を認知させることができた 

・知的財産学習に関する興味を持たせることができた 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・知的財産に関する意識や知識の向上した 

・他者とのコミュニケーションや、創造力、発想力の必要性を認識することができた 

そそのの

根根拠拠  

・アンケートの結果コミュニケーション力、発想力、創造力が必要であると答えた生徒が８６％となった。また、知

的財産学習をしてみたいと答えた生徒が８３％となった。（グラフ 1） 

今今後後のの課課題題
・授業時間が十分に確保できず、デザインパテントコンテストへの応募書類の図面において、準備が不十分に

なった。 ・取り組み全体が創造の領域のみになってしまったものが多かった。 

課課題題へへのの対対応応
・従来のカリキュラムの中でコンテスト参加を目指したが、根本的な学習内容を見直す。・授業の導入において

先進技術の紹介等の保護、活用の領域について触れることができるようにしていきたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））課課題題研研究究製製作作物物写写真真 （（写写真真 ））デデザザイインン意意見見交交換換活活動動写写真真 写写真真 ））知知財財セセミミナナーー写写真真

（（資資料料 ））知知的的財財産産ポポススタターー （（ググララフフ ）） 年年生生のの知知的的財財産産学学習習にに対対すするる意意識識

課課題題研研究究鍛鍛造造班班のの取取組組ににつついいてて

課題研究鍛造班では、鍛造の基本技術の習得を目指しています。技術の本質を把握し、一枚の

銅板から銅器を打ち出すという作業内容を誰にでも体験できるように、作業内容を細分化し、効

率的な治具の製作に取り組みました。木工旋盤を使用し、銅器を打ち出すための大きさや穴の深

さを変更しながら、一番打ち出しやすい形状となるように製作しました。文化祭当日には多くの

方に試していただくことができ、楽しんでもらいました。

①①文文化化祭祭のの体体験験教教室室のの様様子子 ②②治治具具製製作作とと試試しし打打ちち
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工９ 学学校校名名 山山口口県県立立下下関関工工科科高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 木原秀人

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ ももののづづくくりりをを通通ししたた知知的的財財産産のの学学習習おおよよびび電電子子出出願願

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀継続的ものづくりと研究の指導

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

➁大学教授の雷観測指導およびﾆｰ

ｽﾞ･ｼｰｽﾞについての情報交換
レ 情報を利用する能力

➂弁理士によるパテコン指導 レ 発想・技術を表現する能力

④雷観測装置製作･観測･ｱﾌﾟﾘ開発 レ 観察力を鍛える

⑤除草とｴｱﾛﾊﾞｲｸ発電の各装置改善 レ 技術を体系的に把握する能力

⑥ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄや大会へ応募の指導   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

➆卒業生から学ぶ知的財産Ⅰ 年 レ 保護・尊重する意識

⑧長府企業フェスタ等出展 レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨卒業生から学ぶ知的財産Ⅱ 年 レ 手続の理解

⑩ 年生校内ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄ説明・開始 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪高校生技術ｱｲﾃﾞｨｱｺﾝﾃｽﾄ応募指導 レ 産業や経済との関係性の理解

⑫知財活用「電力技術」指導 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
レ 制度の学習

⑬校内ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄの審査結果発表 レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311日日時時

点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判断

理由 

・知的財産の学習および校内アイデアコンテストは予定通り実施

中、生徒の知財に関する興味関心意欲向上。 

・地元企業等によるものづくり指導や連携において予定通り実施

したが、雷アプリ開発は実現できていない。 

・ｺﾝﾃｽﾄ等の応募３件、商標出願予定１件にとどまった。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■全全校校でで実実施施    ■教教科科・・学学科科でで実実施施    ■特特別別活活動動でで実実施施    ■そそのの他他（（総総合合的的なな学学習習のの時時間間））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的なな数数値値

ととととももにに記記載載ををおお願願いいしし

まますす））  

・全日本学生科学賞 1 件･パテントコンテスト 1 件応募実現、高校生技術アイデｨアコンテスト 1 件応募予定

および商標 1件出願予定。 

・部活動および課題研究におけるものづくりや研究において、弁理士１件、大学教授２件、企業３件の指導

や連携を頂き、次年度も継続予定。 

最最もも成成果果

がが見見らられれ

たた取取組組  

  

[[  ⑦⑦⑨⑨  ]]  

成成果果内内

容容  

・知財に関する興味、関心、意欲の向上および J-PlatPatによる特許検索を知る。 

・新設校である本校への誇りを感じてもらえる生徒の増加。 

生生徒徒・・学学

生生にに見見らら

れれたた変変化化  

･卒業生の大発明や有名な商標のサクセスストーリーと知財の概要および若手エンジニアである卒

業生の職場での出願状況を示すことにより、知財を身近に感じ、知財に関する興味、関心および意

欲の向上ならびに新高校への誇りを感じ得ている。

そそのの根根拠拠  

アンケート結果より、知財に関する興味関心は 倍、もっと学習してみたいという意欲は

倍、できれば出願してみたいは 倍、新高校への誇りを感じている生徒は 倍に増加してい

る。

今今後後のの課課題題
知的創造サイクルの構築を目指して取り組んでいる雷観測装置において、今年度雷アプリ開発の実

現には至らなかった。次年度はこの実現にある。

課課題題へへのの対対応応
雷アプリ開発のための雷観測装置の改善およびそれらのための予算確保を必要とし、地域振興のた

めの支援および各種科学振興財団へ申請している。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（例例））（（写写真真 ））活活動動内内容容 （（例例））（（写写真真 ））活活動動風風景景写写真真 （（例例））（（写写真真 ））創創作作作作品品写写真真

（（表表 ））指指導導内内容容 （（ググララフフ ））成成果果（（指指導導前前後後のの比比較較））

（（例例：：特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果）） 卒卒業業生生かからら学学ぶぶ知知的的財財産産のの取取組組ににつついいてて

下関工業高校と下関中央工業高校との統合により誕生した下関工科高校である。両校の伝統を

踏襲し、未来を切り開く行動力のある生徒の育成を図るとともに、新たな伝統の構築を図らなけ

ればならない。そこで、日本を代表する大発明家で、アントレプレーナーの中西幹育先輩の発明

であるαゲルや三次元曲面印刷についてのサクセスストーリーに学んでいる。さらに、昨年度は

ＮＨＫの朝ドラで話題になった日清カップヌ

ードルであるが、このパッケージデザインの

作者である大高猛先輩のデザインと本校体育

館の緞帳の類似点を示すなどしている。これ

らの特許や商標について による検

索を行っている。また、若手エンジニアの先

輩の職場での出願等の活躍状況も示している。

知財が身近に感じられ、新高校への誇りも感

じられるように心がけ、１年生を対象に総合

学習の時間を２時間活用して取り組んでいる。 卒卒業業生生かからら学学ぶぶ知知財財 ﾊﾊﾟ゚ﾜﾜﾎﾎﾟ゚ｲｲﾝﾝﾄﾄ資資料料
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工９ 学学校校名名 山山口口県県立立下下関関工工科科高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 木原秀人

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ ももののづづくくりりをを通通ししたた知知的的財財産産のの学学習習おおよよびび電電子子出出願願

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀継続的ものづくりと研究の指導

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

➁大学教授の雷観測指導およびﾆｰ

ｽﾞ･ｼｰｽﾞについての情報交換
レ 情報を利用する能力

➂弁理士によるパテコン指導 レ 発想・技術を表現する能力

④雷観測装置製作･観測･ｱﾌﾟﾘ開発 レ 観察力を鍛える

⑤除草とｴｱﾛﾊﾞｲｸ発電の各装置改善 レ 技術を体系的に把握する能力

⑥ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄや大会へ応募の指導   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

➆卒業生から学ぶ知的財産Ⅰ 年 レ 保護・尊重する意識

⑧長府企業フェスタ等出展 レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨卒業生から学ぶ知的財産Ⅱ 年 レ 手続の理解

⑩ 年生校内ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄ説明・開始 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪高校生技術ｱｲﾃﾞｨｱｺﾝﾃｽﾄ応募指導 レ 産業や経済との関係性の理解

⑫知財活用「電力技術」指導 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
レ 制度の学習

⑬校内ｱｲﾃﾞｱｺﾝﾃｽﾄの審査結果発表 レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311日日時時

点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判断

理由 

・知的財産の学習および校内アイデアコンテストは予定通り実施

中、生徒の知財に関する興味関心意欲向上。 

・地元企業等によるものづくり指導や連携において予定通り実施

したが、雷アプリ開発は実現できていない。 

・ｺﾝﾃｽﾄ等の応募３件、商標出願予定１件にとどまった。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■全全校校でで実実施施    ■教教科科・・学学科科でで実実施施    ■特特別別活活動動でで実実施施    ■そそのの他他（（総総合合的的なな学学習習のの時時間間））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的なな数数値値

ととととももにに記記載載ををおお願願いいしし

まますす））  

・全日本学生科学賞 1 件･パテントコンテスト 1 件応募実現、高校生技術アイデｨアコンテスト 1 件応募予定

および商標 1件出願予定。 

・部活動および課題研究におけるものづくりや研究において、弁理士１件、大学教授２件、企業３件の指導

や連携を頂き、次年度も継続予定。 

最最もも成成果果

がが見見らられれ

たた取取組組  

  

[[  ⑦⑦⑨⑨  ]]  

成成果果内内

容容  

・知財に関する興味、関心、意欲の向上および J-PlatPatによる特許検索を知る。 

・新設校である本校への誇りを感じてもらえる生徒の増加。 

生生徒徒・・学学

生生にに見見らら

れれたた変変化化  

･卒業生の大発明や有名な商標のサクセスストーリーと知財の概要および若手エンジニアである卒

業生の職場での出願状況を示すことにより、知財を身近に感じ、知財に関する興味、関心および意

欲の向上ならびに新高校への誇りを感じ得ている。

そそのの根根拠拠  

アンケート結果より、知財に関する興味関心は 倍、もっと学習してみたいという意欲は

倍、できれば出願してみたいは 倍、新高校への誇りを感じている生徒は 倍に増加してい

る。

今今後後のの課課題題
知的創造サイクルの構築を目指して取り組んでいる雷観測装置において、今年度雷アプリ開発の実

現には至らなかった。次年度はこの実現にある。

課課題題へへのの対対応応
雷アプリ開発のための雷観測装置の改善およびそれらのための予算確保を必要とし、地域振興のた

めの支援および各種科学振興財団へ申請している。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（例例））（（写写真真 ））活活動動内内容容 （（例例））（（写写真真 ））活活動動風風景景写写真真 （（例例））（（写写真真 ））創創作作作作品品写写真真

（（表表 ））指指導導内内容容 （（ググララフフ ））成成果果（（指指導導前前後後のの比比較較））

（（例例：：特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果）） 卒卒業業生生かからら学学ぶぶ知知的的財財産産のの取取組組ににつついいてて

下関工業高校と下関中央工業高校との統合により誕生した下関工科高校である。両校の伝統を

踏襲し、未来を切り開く行動力のある生徒の育成を図るとともに、新たな伝統の構築を図らなけ

ればならない。そこで、日本を代表する大発明家で、アントレプレーナーの中西幹育先輩の発明

であるαゲルや三次元曲面印刷についてのサクセスストーリーに学んでいる。さらに、昨年度は

ＮＨＫの朝ドラで話題になった日清カップヌ

ードルであるが、このパッケージデザインの

作者である大高猛先輩のデザインと本校体育

館の緞帳の類似点を示すなどしている。これ

らの特許や商標について による検

索を行っている。また、若手エンジニアの先

輩の職場での出願等の活躍状況も示している。

知財が身近に感じられ、新高校への誇りも感

じられるように心がけ、１年生を対象に総合

学習の時間を２時間活用して取り組んでいる。 卒卒業業生生かからら学学ぶぶ知知財財 ﾊﾊﾟ゚ﾜﾜﾎﾎﾟ゚ｲｲﾝﾝﾄﾄ資資料料
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工 学学校校名名 香香川川県県立立観観音音寺寺総総合合高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 合田 直樹

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ 著著作作 ））

取取組組テテーーママ 「「人人やや社社会会にに役役立立つつももののづづくくりり」」をを通通ししてて、、社社会会がが求求めめるる豊豊かかなな発発想想力力やや創創造造力力をを備備ええたた生生徒徒をを育育成成すするる

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①標準テキストを用いた基礎的な学習

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

②発想訓練を用いた実践的な学習 レ 情報を利用する能力

③香川の発明くふう展に出展 レ 発想・技術を表現する能力

④パテントコンテストに出展 レ 観察力を鍛える

⑤人や社会に役立つものづくりの実践 レ 技術を体系的に把握する能力

⑥出前授業   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

⑦Ｊ－ＰｌａｔＰａｔで権利を検索 レ 保護・尊重する意識

⑧外部講師招聘による講演 レ 技術等と権利の対応関係を把握す

る能力

⑨文化祭での出展 レ 手続の理解

⑩知的財産管理技能検定への挑戦 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる知知

恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪ レ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
レ 制度の学習

⑬ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

パテントコンテストへの作品応募に至れなかった。 

総合学科への知財学習推進において、取組内容が確立できていな

い。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ☑☑全全校校でで実実施施    ☑☑教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的なな

数数値値ととととももにに記記載載をを

おお願願いいししまますす））  

商業系列において 7月に外部講師を呼び、知財に関する講演会を実施した。 

香川の発明くふう展に３点応募して、市長賞を 1名受賞した。 

各学科の課題研究において「知財班」を立ち上げ、活動した。 

知財検定 2級 1名 3級 2名チャレンジした。３名とも自己採点においては合格であった。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[①①]]  

成成果果

内内容容  

総合学科への基礎学習を実施することで、知財人事育成の裾野を広げることができた。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

総合学科において知財権の基礎学習を実施したところ、事前アンケートでは知財について関心がない生徒が多数だったも

のの、座学を終えた後のアイディア創出実技には積極的に取り組んでいた。その後の感想等を見たところ、興味をもった生

徒が増えていた。 また知的財産の創造・保護・活用の必要性について理解した。 

そそのの

根根拠拠  

総合学科への知財権の基礎学習において、事前アンケートでは知財について興味があるという生徒が１０％だったが、学

習を終えると５７％に増えていた。また企業では知的財産の創造・保護・活用に力を入れていることを知っていますかとの

問いでは１８％から９１％に増えていた。 

今今後後のの課課題題
パテントコンテストへの応募件数夏季休業中の課題として 99件あったが学内選考でパテントコンテストへの応

募に至るまで行かなかった。 

課課題題へへのの対対応応
パテントコンテストに応募している生徒は１年生を対象としている。早い段階での知的財産に関する指導ができていなかっ

たので、早い段階での指導をしていきたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））出出前前授授業業 （（写写真真 ））養養護護学学校校にに依依頼頼さされれたた信信号号機機作作りり

（（写写真真 ））知知財財班班（（機機械械科科・・電電気気科科））にによよるるももののづづくくりり

（（写写真真 ））香香川川のの発発明明くくふふうう展展へへのの出出展展 （（写写真真５５））商商業業系系列列にに対対すするる知知財財にに関関すするる講講演演会会

（（写写真真６６））総総合合学学科科へへのの知知財財のの基基礎礎学学習習

Ⅱ - 36



様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工 学学校校名名 香香川川県県立立観観音音寺寺総総合合高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 合田 直樹

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ 著著作作 ））

取取組組テテーーママ 「「人人やや社社会会にに役役立立つつももののづづくくりり」」をを通通ししてて、、社社会会がが求求めめるる豊豊かかなな発発想想力力やや創創造造力力をを備備ええたた生生徒徒をを育育成成すするる

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①標準テキストを用いた基礎的な学習

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

②発想訓練を用いた実践的な学習 レ 情報を利用する能力

③香川の発明くふう展に出展 レ 発想・技術を表現する能力

④パテントコンテストに出展 レ 観察力を鍛える

⑤人や社会に役立つものづくりの実践 レ 技術を体系的に把握する能力

⑥出前授業   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

⑦Ｊ－ＰｌａｔＰａｔで権利を検索 レ 保護・尊重する意識

⑧外部講師招聘による講演 レ 技術等と権利の対応関係を把握す

る能力

⑨文化祭での出展 レ 手続の理解

⑩知的財産管理技能検定への挑戦 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる知知

恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪ レ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
レ 制度の学習

⑬ レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

パテントコンテストへの作品応募に至れなかった。 

総合学科への知財学習推進において、取組内容が確立できていな

い。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ☑☑全全校校でで実実施施    ☑☑教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的なな

数数値値ととととももにに記記載載をを

おお願願いいししまますす））  

商業系列において 7月に外部講師を呼び、知財に関する講演会を実施した。 

香川の発明くふう展に３点応募して、市長賞を 1名受賞した。 

各学科の課題研究において「知財班」を立ち上げ、活動した。 

知財検定 2級 1名 3級 2名チャレンジした。３名とも自己採点においては合格であった。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[①①]]  

成成果果

内内容容  

総合学科への基礎学習を実施することで、知財人事育成の裾野を広げることができた。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

総合学科において知財権の基礎学習を実施したところ、事前アンケートでは知財について関心がない生徒が多数だったも

のの、座学を終えた後のアイディア創出実技には積極的に取り組んでいた。その後の感想等を見たところ、興味をもった生

徒が増えていた。 また知的財産の創造・保護・活用の必要性について理解した。 

そそのの

根根拠拠  

総合学科への知財権の基礎学習において、事前アンケートでは知財について興味があるという生徒が１０％だったが、学

習を終えると５７％に増えていた。また企業では知的財産の創造・保護・活用に力を入れていることを知っていますかとの

問いでは１８％から９１％に増えていた。 

今今後後のの課課題題
パテントコンテストへの応募件数夏季休業中の課題として 99件あったが学内選考でパテントコンテストへの応

募に至るまで行かなかった。 

課課題題へへのの対対応応
パテントコンテストに応募している生徒は１年生を対象としている。早い段階での知的財産に関する指導ができていなかっ

たので、早い段階での指導をしていきたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））出出前前授授業業 （（写写真真 ））養養護護学学校校にに依依頼頼さされれたた信信号号機機作作りり

（（写写真真 ））知知財財班班（（機機械械科科・・電電気気科科））にによよるるももののづづくくりり

（（写写真真 ））香香川川のの発発明明くくふふうう展展へへのの出出展展 （（写写真真５５））商商業業系系列列にに対対すするる知知財財にに関関すするる講講演演会会

（（写写真真６６））総総合合学学科科へへのの知知財財のの基基礎礎学学習習

Ⅱ - 37



様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工１１ 学学校校名名 愛愛媛媛県県立立八八幡幡浜浜工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 長田 昌幸

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 「「ももののづづくくりり」」をを通通ししてて創創造造力力・・発発想想力力をを育育むむ教教育育のの推推進進

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀企業見学 ３年生

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

ﾚ 創造性を鍛える

➁「情報技術基礎」においての知

的財産の授業

ﾚ 情報を利用する能力

➂企業見学 １年生 ﾚ 発想・技術を表現する能力

④地域別交流・研究協議会への参

加 教員 名、生徒３名

ﾚ 観察力を鍛える

⑤「課題研究」においてのＪ－Ｐ

ｌａｔＰａｔ検索 ３年生

技術を体系的に把握する能力

⑥知的財産権講演会 １年生   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

ﾚ 商品や社会とのつながりの理解

➆企業見学 １年生・２年生 ﾚ 保護・尊重する意識

⑧知的財産権講演会 ２年生 ﾚ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨先進企業視察 県内企業２社 教

員２名

手続の理解

33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

権利を活用する能力

⑩先進校視察 香川県立志渡高等学

校 教員１名

ﾚ 産業や経済との関係性の理解

44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解  
ﾚ 制度の学習

⑪研究成果の発表会 ﾚ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

 １、２年生では、講演会と企業見学、３年生では課題研究時にＪ－ＰｌａｔＰ

ａｔ検索を行い、導入・定着型における導入的な役割は果たせた。 

 １年生の知的財産権講演会は県での事業として来年度も実施できるよ

うお願いし、知的財産教育の継続と定着を図った。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

 １年生の企業見学においてアンケートを実施し、企業見学実施前の「産業財産権について知っていますか。」

という質問に「よく知っている」が０％、「知っている」が１６％、「聞いたことはある」が５５％、「全く知らない」が１

８％で産業財産権について約７割の生徒がほとんど興味を示さなかった。実施後のアンケートで「企業の高い

技術や産業財産権について興味を持ちましたか」では、４６％の生徒が「興味を持った」４８％の生徒が「少し興

味を持った」と答えており、実際の企業を見学することは知的財産権教育の興味付けとして有効であった。 

 知的財産権に関する講演会のアンケートについては、２年生で実施した。結果はグラフのとおり知的財産に

関する興味をほとんどの生徒が示すようになり、十分な成果が得られた。 

 ３年生の「課題研究」においては、風力発電の研究と製作を行い、研究段階や製作段階においてＪ－ＰｌａｔＰａｔ

検索を取り入れ、風力発電に関する特許などを検索させ、いろいろなアイデアがあることや特許侵害とならない

製作をさせるなど知的財産権への興味・関心を高めた。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[⑥⑥⑧⑧]]  

成成果果

内内容容  

 外部講師による講演会 

 「知的財産権とは」弁理士 相原 正 
生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

 身の回りの知的財産権に興味を持つようになったことと、正しい知識を身に付けることができた。講演実施前

の「身近な特許製品を答えてみよう！」という問いで一番多かったのが無回答であった。講演後には紹介された

カップ麺や切りもちをはじめ、多くの回答が見られた。 

そそのの

根根拠拠  

 講師である弁理士の相原正先生は、知的財産権教育の経験が豊富で生徒の状況に合わせた内容で講話を

していただけるため、生徒たちが理解しやすい。 

今今後後のの課課題題
 外部講師に頼るだけでなく、教員での知的財産権教育を進めていく必要がある。そのためには、多くの教員

がかかわっての指導体制の構築が急務である。 

課課題題へへのの対対応応

 本校は、ものづくりが非常に盛んな学校である。そこに知財というスパイスがかけられるようにアドバイスでき

る教員を増やしたい。知的財産権に関する講演会にはほとんどの工業科教員が参加し、知的財産権について

学習した。継続して学習できるよう管理職から率先してサポートしてもらいたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））ＪＪ－－ＰＰｌｌａａｔｔＰＰａａｔｔ検検索索 （（写写真真 ））風風車車のの回回転転数数測測定定 （（写写真真 ））負負荷荷でで使使用用すするるＬＬＥＥＤＤ

（（写写真真 ））知知的的財財産産権権講講演演会会．．

（（知知的的財財産産権権講講演演会会 ２２年年生生 ））成成果果（（指指導導前前後後のの比比較較））

本本校校ににおおけけるるももののづづくくりりのの取取組組ににつついいてて

地域に開かれたものづくりの実践

ものづくり教室

出前授業（神山地区公民館）

青少年のための科学の祭典

マウンテンカーニバルでＧＯ！

風車まつり

子ども向けエネルギー講座

上記のように非常に多くのものづくりイベントに参加し地域密着型の工業高校となってい

る。これらの一つ一つに知的財産権教育を取り入れることができればもっと特許等に興味を

持った生徒を増やすことができると思う。
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工１１ 学学校校名名 愛愛媛媛県県立立八八幡幡浜浜工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 長田 昌幸

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 「「ももののづづくくりり」」をを通通ししてて創創造造力力・・発発想想力力をを育育むむ教教育育のの推推進進

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀企業見学 ３年生

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

ﾚ 創造性を鍛える

➁「情報技術基礎」においての知

的財産の授業

ﾚ 情報を利用する能力

➂企業見学 １年生 ﾚ 発想・技術を表現する能力

④地域別交流・研究協議会への参

加 教員 名、生徒３名

ﾚ 観察力を鍛える

⑤「課題研究」においてのＪ－Ｐ

ｌａｔＰａｔ検索 ３年生

技術を体系的に把握する能力

⑥知的財産権講演会 １年生   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

ﾚ 商品や社会とのつながりの理解

➆企業見学 １年生・２年生 ﾚ 保護・尊重する意識

⑧知的財産権講演会 ２年生 ﾚ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨先進企業視察 県内企業２社 教

員２名

手続の理解

33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

権利を活用する能力

⑩先進校視察 香川県立志渡高等学

校 教員１名

ﾚ 産業や経済との関係性の理解

44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解  
ﾚ 制度の学習

⑪研究成果の発表会 ﾚ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

 １、２年生では、講演会と企業見学、３年生では課題研究時にＪ－ＰｌａｔＰ

ａｔ検索を行い、導入・定着型における導入的な役割は果たせた。 

 １年生の知的財産権講演会は県での事業として来年度も実施できるよ

うお願いし、知的財産教育の継続と定着を図った。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ■■全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

 １年生の企業見学においてアンケートを実施し、企業見学実施前の「産業財産権について知っていますか。」

という質問に「よく知っている」が０％、「知っている」が１６％、「聞いたことはある」が５５％、「全く知らない」が１

８％で産業財産権について約７割の生徒がほとんど興味を示さなかった。実施後のアンケートで「企業の高い

技術や産業財産権について興味を持ちましたか」では、４６％の生徒が「興味を持った」４８％の生徒が「少し興

味を持った」と答えており、実際の企業を見学することは知的財産権教育の興味付けとして有効であった。 

 知的財産権に関する講演会のアンケートについては、２年生で実施した。結果はグラフのとおり知的財産に

関する興味をほとんどの生徒が示すようになり、十分な成果が得られた。 

 ３年生の「課題研究」においては、風力発電の研究と製作を行い、研究段階や製作段階においてＪ－ＰｌａｔＰａｔ

検索を取り入れ、風力発電に関する特許などを検索させ、いろいろなアイデアがあることや特許侵害とならない

製作をさせるなど知的財産権への興味・関心を高めた。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[⑥⑥⑧⑧]]  

成成果果

内内容容  

 外部講師による講演会 

 「知的財産権とは」弁理士 相原 正 
生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

 身の回りの知的財産権に興味を持つようになったことと、正しい知識を身に付けることができた。講演実施前

の「身近な特許製品を答えてみよう！」という問いで一番多かったのが無回答であった。講演後には紹介された

カップ麺や切りもちをはじめ、多くの回答が見られた。 

そそのの

根根拠拠  

 講師である弁理士の相原正先生は、知的財産権教育の経験が豊富で生徒の状況に合わせた内容で講話を

していただけるため、生徒たちが理解しやすい。 

今今後後のの課課題題
 外部講師に頼るだけでなく、教員での知的財産権教育を進めていく必要がある。そのためには、多くの教員

がかかわっての指導体制の構築が急務である。 

課課題題へへのの対対応応

 本校は、ものづくりが非常に盛んな学校である。そこに知財というスパイスがかけられるようにアドバイスでき

る教員を増やしたい。知的財産権に関する講演会にはほとんどの工業科教員が参加し、知的財産権について

学習した。継続して学習できるよう管理職から率先してサポートしてもらいたい。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））ＪＪ－－ＰＰｌｌａａｔｔＰＰａａｔｔ検検索索 （（写写真真 ））風風車車のの回回転転数数測測定定 （（写写真真 ））負負荷荷でで使使用用すするるＬＬＥＥＤＤ

（（写写真真 ））知知的的財財産産権権講講演演会会．．

（（知知的的財財産産権権講講演演会会 ２２年年生生 ））成成果果（（指指導導前前後後のの比比較較））

本本校校ににおおけけるるももののづづくくりりのの取取組組ににつついいてて

地域に開かれたものづくりの実践

ものづくり教室

出前授業（神山地区公民館）

青少年のための科学の祭典

マウンテンカーニバルでＧＯ！

風車まつり

子ども向けエネルギー講座

上記のように非常に多くのものづくりイベントに参加し地域密着型の工業高校となってい

る。これらの一つ一つに知的財産権教育を取り入れることができればもっと特許等に興味を

持った生徒を増やすことができると思う。
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号  工１２ 学学校校名名  福福岡岡市市立立博博多多工工業業高高等等学学校校  担担当当教教員員名名  斉藤 明日香 

ねねららいい  

（（○○印印））  

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関関連連法法((○○印印))  ａａ））特特許許・・実実用用  ｂｂ））意意匠匠  ｃｃ））商商標標  ｄｄ））そそのの他他（（著著作作権権））  

取取組組テテーーママ    知知的的財財産産をを活活用用ししたたももののづづくくりりのの実実践践おおよよびび教教員員研研修修のの充充実実  

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①課題研究でのものづくり 4

月～ 

(1)(2)(3)(4)(7)(9)(10)  

 

11..創創造造  

創創造造しし表表現現

すするる体体験験 

レ (1)創造性を鍛える 

②パテントコンテスト取り組み 4～ 9

月 

(1)(2)(3)(4)(7)(9)(10)(12) レ (2)情報を利用する能力 

③弁理士による講演の開催 6月 (7)(9)(12) レ (3)発想・技術を表現する能力 

④知的財産の基礎学習 6月 

～ 

(1)(3)(4)(7)(10)(12) レ (4)観察力を鍛える 

⑤教員研修／工業科教員 11月 (1)(2)(3)(4)(7)(9)(10)(12) レ (5)技術を体系的に把握する能力 

⑥地域別交流会参加に向けた準備 8月 (2)(4)(7)(12)   

22..保保護護  

財財産産ととししてて

保保護護・・尊尊重重

すするる意意識識 

 (6)商品や社会とのつながりの理解 

⑦教員研修／全職員向け校内研修 1月 (1)(2)(3)(4)(7)(12) レ (7)保護・尊重する意識 

⑧教員研修／巡回特許庁参加 1月 (1)(2)(3)(4) レ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 

⑨   レ (9)手続の理解  

⑩   33..活活用用  
社社会会でで活活用用すするる知知

恵恵とと行行動動力力  

レ (10)権利を活用する能力 

⑪    (11)産業や経済との関係性の理解  

⑫   44..知知識識  

社社会会制制度度のの

理理解解 

レ (12)制度の学習 

⑬   レ (13)専門家、資格制度の関する知識 
 

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))  

A ほぼ達成（9割以上）  判

断

理

由 

計画していた内容を概ね実施することが出来たため。 

１年生へのアンケート結果 

□知的財産権を知っていましたか？ よく知っていた/0％  知っていた/20％   

聞いたことがあった/57％   知らなかった/23％ 

□知的財産について理解できましたか？ よく理解できた/23％ 理解できた/47％ 

なんとなく理解できた/23％ よく分からなかった/7％ 

B 概ね達成（7割以上） 

C 不十分である(6割以下) 

D ほとんど達成できていない 

（4割以下） 

実実施施方方法法  ■■全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    ■■特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況  
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・１年および２年生対象の弁理士による講演会を実施。            

 （パテントおよびデザインパテントコンテストの事前セミナーとして同時開催。）        

・１年および２年生に向け、各学科の担当教員による知財授業を実施。         

・パテントコンテストおよびデザインパテントコンテストの取り組み（応募は建築科のみ 優秀賞１名受賞）   

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ②②  ]]  

成成果果内内

容容  

パテントコンテストおよびデザインパテントコンテストの取り組み 

生生徒徒・・学学

生生にに見見らら

れれたた変変

化化  

アイデア創出に自発的に取り組むことができた。 

そそのの根根

拠拠  
応募まで到達しなかったが、他のアイデアコンテストに応募など、アイデア創出授業に全科で取り組むことができた。 

今今後後のの課課題題  
学校行事や年間計画になかった行事などが増えすぎて、授業準備・職員研修・委員会開催のための時間確保が困難となっ

ている。 

課課題題へへのの対対応応  
本来の教育活動の中に，知的財産教育の時間を組み込ませる。 

新カリキュラムへの対応を確実に行う。 

 「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１年年生生・・２２年年生生合合同同  弁弁理理士士にによよるるパパテテンントトココンンテテスストト・・デデザザイインンパパテテンントトココンンテテスストト事事前前セセミミナナーー  

（写真左： 機械科・自動車工学科・電子情報科の１年生・２年生  パテントコンテスト事前セミナー） 

（写真右： インテリア科・建築科・画像工学科の１年生・２年生    デザインパテントコンテスト事前セミナー） 

 

 

画画像像工工学学科科    トトリリッッククアアーートト  アアイイデデアア創創出出授授業業  

 

 

 

自自動動車車工工学学科科  課課題題研研究究  空空気気エエンンジジンンババイイククのの研研究究・・開開発発  

  

一般に市販されているガソリンエンジンを改造し、燃

料を使用せずに圧縮空気で動力を発生する空気エン

ジンを搭載した自動二輪（以下、空気バイク）を製作。 

ギギネネスス世世界界記記録録である時時速速４４５５ｋｋｍｍをを目目標標にに設設定定。 

カムシャフトの加工など改良を進めた結果、非公式で

はあるが、時時速速６６１１．．４４kkmmをを達達成成。。 

 １月 16日に生徒研究発表会 福岡県大会へ出場。 

最優秀賞受賞。ギネス認定に向け、活動継続中。 
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号  工１２ 学学校校名名  福福岡岡市市立立博博多多工工業業高高等等学学校校  担担当当教教員員名名  斉藤 明日香 

ねねららいい  

（（○○印印））  

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願  ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等） 

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制 

関関連連法法((○○印印))  ａａ））特特許許・・実実用用  ｂｂ））意意匠匠  ｃｃ））商商標標  ｄｄ））そそのの他他（（著著作作権権））  

取取組組テテーーママ    知知的的財財産産をを活活用用ししたたももののづづくくりりのの実実践践おおよよびび教教員員研研修修のの充充実実  

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

①課題研究でのものづくり 4

月～ 

(1)(2)(3)(4)(7)(9)(10)  

 

11..創創造造  

創創造造しし表表現現

すするる体体験験 

レ (1)創造性を鍛える 

②パテントコンテスト取り組み 4～ 9

月 

(1)(2)(3)(4)(7)(9)(10)(12) レ (2)情報を利用する能力 

③弁理士による講演の開催 6月 (7)(9)(12) レ (3)発想・技術を表現する能力 

④知的財産の基礎学習 6月 

～ 

(1)(3)(4)(7)(10)(12) レ (4)観察力を鍛える 

⑤教員研修／工業科教員 11月 (1)(2)(3)(4)(7)(9)(10)(12) レ (5)技術を体系的に把握する能力 

⑥地域別交流会参加に向けた準備 8月 (2)(4)(7)(12)   

22..保保護護  

財財産産ととししてて

保保護護・・尊尊重重

すするる意意識識 

 (6)商品や社会とのつながりの理解 

⑦教員研修／全職員向け校内研修 1月 (1)(2)(3)(4)(7)(12) レ (7)保護・尊重する意識 

⑧教員研修／巡回特許庁参加 1月 (1)(2)(3)(4) レ (8)技術等と権利の対応関係を把握する能力 

⑨   レ (9)手続の理解  

⑩   33..活活用用  
社社会会でで活活用用すするる知知

恵恵とと行行動動力力  

レ (10)権利を活用する能力 

⑪    (11)産業や経済との関係性の理解  

⑫   44..知知識識  

社社会会制制度度のの

理理解解 

レ (12)制度の学習 

⑬   レ (13)専門家、資格制度の関する知識 
 

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))  

A ほぼ達成（9割以上）  判

断

理

由 

計画していた内容を概ね実施することが出来たため。 

１年生へのアンケート結果 

□知的財産権を知っていましたか？ よく知っていた/0％  知っていた/20％   

聞いたことがあった/57％   知らなかった/23％ 

□知的財産について理解できましたか？ よく理解できた/23％ 理解できた/47％ 

なんとなく理解できた/23％ よく分からなかった/7％ 

B 概ね達成（7割以上） 

C 不十分である(6割以下) 

D ほとんど達成できていない 

（4割以下） 

実実施施方方法法  ■■全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    ■■特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況  
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・１年および２年生対象の弁理士による講演会を実施。            

 （パテントおよびデザインパテントコンテストの事前セミナーとして同時開催。）        

・１年および２年生に向け、各学科の担当教員による知財授業を実施。         

・パテントコンテストおよびデザインパテントコンテストの取り組み（応募は建築科のみ 優秀賞１名受賞）   

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ②②  ]]  

成成果果内内

容容  

パテントコンテストおよびデザインパテントコンテストの取り組み 

生生徒徒・・学学

生生にに見見らら

れれたた変変

化化  

アイデア創出に自発的に取り組むことができた。 

そそのの根根

拠拠  
応募まで到達しなかったが、他のアイデアコンテストに応募など、アイデア創出授業に全科で取り組むことができた。 

今今後後のの課課題題  
学校行事や年間計画になかった行事などが増えすぎて、授業準備・職員研修・委員会開催のための時間確保が困難となっ

ている。 

課課題題へへのの対対応応  
本来の教育活動の中に，知的財産教育の時間を組み込ませる。 

新カリキュラムへの対応を確実に行う。 

 「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１１年年生生・・２２年年生生合合同同  弁弁理理士士にによよるるパパテテンントトココンンテテスストト・・デデザザイインンパパテテンントトココンンテテスストト事事前前セセミミナナーー  

（写真左： 機械科・自動車工学科・電子情報科の１年生・２年生  パテントコンテスト事前セミナー） 

（写真右： インテリア科・建築科・画像工学科の１年生・２年生    デザインパテントコンテスト事前セミナー） 

 

 

画画像像工工学学科科    トトリリッッククアアーートト  アアイイデデアア創創出出授授業業  

 

 

 

自自動動車車工工学学科科  課課題題研研究究  空空気気エエンンジジンンババイイククのの研研究究・・開開発発  

  

一般に市販されているガソリンエンジンを改造し、燃

料を使用せずに圧縮空気で動力を発生する空気エン

ジンを搭載した自動二輪（以下、空気バイク）を製作。 

ギギネネスス世世界界記記録録である時時速速４４５５ｋｋｍｍをを目目標標にに設設定定。 

カムシャフトの加工など改良を進めた結果、非公式で

はあるが、時時速速６６１１．．４４kkmmをを達達成成。。 

 １月 16日に生徒研究発表会 福岡県大会へ出場。 

最優秀賞受賞。ギネス認定に向け、活動継続中。 
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工１３ 学学校校名名 大大分分県県 私私立立日日本本文文理理大大学学附附属属高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 安東慎一郎

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ ココンンテテスストト応応募募をを通通じじたた知知財財教教育育

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀ダイソン掃除機学習

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

創造性を鍛える

➁県発明協会出前授業 情報を利用する能力

➂弁理士会冊子で学習 発想・技術を表現する能力

④特許関連映画鑑賞 観察力を鍛える

⑤環境整備、機器組立て 技術を体系的に把握する能力

⑥知財検索調査

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

商品や社会とのつながりの理解

➆考案夏休宿題 保護・尊重する意識

⑧パテントコンテスト等応募 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨大分県発明くふう展入選

全日本学生児童発明くふう展応募

手続の理解

⑩文房具コンテスト考案応募予定 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

権利を活用する能力

⑪ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解

制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

パテントコンテスト１０件応募を目標としたが、応募出来たのは１件であっ

た。しかし、大分県発明くふう展では大分県教育長賞（２位）等に入選し、

発明協会推薦で全日本学生児童発明くふう展に応募（県６件）、書類審

査を通過（県２件）できた。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    ■■特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

INPITパテントコンテスト 1件応募 

ローソン地産地消商品開発コンテスト 6件応募 

大分県発明くふう展 5件応募 2件入選 

全日本学生児童発明くふう展 1件推薦応募 

 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[９９]]  

成成果果

内内容容  

大分県発明くふう展応募、事前に発明協会による出前授業を実施 

６件応募し、２件入選（大分県教育長賞、発明協会アイデア賞） 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

他の生徒もコンテストへの考案を積極的に行うようになった。 

次のコンテストへの取り組みが楽しみである。 

そそのの

根根拠拠  

ローソン地産地消商品開発コンテスト 6件応募 

大分県発明くふう展 5件応募 

今今後後のの課課題題
考案を応募できる内容にレベルアップする。 

指導者の知財指導力向上。 

課課題題へへのの対対応応
事例研究、事例学習。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

１１））ダダイイソソンン教教材材学学習習 ２２））発発明明協協会会出出前前授授業業 ３３））レレゴゴ宇宇宙宙エエレレベベーータタ競競技技

創創作作作作品品写写真真

４４））地地産産地地消消商商品品アアイイデデアア ５５）） パパテテココンン ６６））発発明明協協会会発発明明くくふふうう展展

（（特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））大大分分県県発発明明くくふふうう展展応応募募

パテントコンテストに応募・入選が目標だが、特許出願を

前提としているため、ハードルが高い。発明協会の発明くふう展

は「創作の喜びや発明くふうの楽しさを知ってもらい、その創造

力を育てることを目的」としており、応募へのハードルが低く、

生徒も気軽に応募できる。また、評価を受けることでモチベーシ

ョンが高まり、他の生徒への波及効果もある。

今後も パテントコンテストと発明くふう展への応募に取り

組みたい。

７７））発発明明くくふふうう展展作作品品紹紹介介
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工１３ 学学校校名名 大大分分県県 私私立立日日本本文文理理大大学学附附属属高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 安東慎一郎

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ ココンンテテスストト応応募募をを通通じじたた知知財財教教育育

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀ダイソン掃除機学習

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

創造性を鍛える

➁県発明協会出前授業 情報を利用する能力

➂弁理士会冊子で学習 発想・技術を表現する能力

④特許関連映画鑑賞 観察力を鍛える

⑤環境整備、機器組立て 技術を体系的に把握する能力

⑥知財検索調査

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

商品や社会とのつながりの理解

➆考案夏休宿題 保護・尊重する意識

⑧パテントコンテスト等応募 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨大分県発明くふう展入選

全日本学生児童発明くふう展応募

手続の理解

⑩文房具コンテスト考案応募予定 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

権利を活用する能力

⑪ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解

制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

パテントコンテスト１０件応募を目標としたが、応募出来たのは１件であっ

た。しかし、大分県発明くふう展では大分県教育長賞（２位）等に入選し、

発明協会推薦で全日本学生児童発明くふう展に応募（県６件）、書類審

査を通過（県２件）できた。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    ■■特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

INPITパテントコンテスト 1件応募 

ローソン地産地消商品開発コンテスト 6件応募 

大分県発明くふう展 5件応募 2件入選 

全日本学生児童発明くふう展 1件推薦応募 

 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[９９]]  

成成果果

内内容容  

大分県発明くふう展応募、事前に発明協会による出前授業を実施 

６件応募し、２件入選（大分県教育長賞、発明協会アイデア賞） 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

他の生徒もコンテストへの考案を積極的に行うようになった。 

次のコンテストへの取り組みが楽しみである。 

そそのの

根根拠拠  

ローソン地産地消商品開発コンテスト 6件応募 

大分県発明くふう展 5件応募 

今今後後のの課課題題
考案を応募できる内容にレベルアップする。 

指導者の知財指導力向上。 

課課題題へへのの対対応応
事例研究、事例学習。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

１１））ダダイイソソンン教教材材学学習習 ２２））発発明明協協会会出出前前授授業業 ３３））レレゴゴ宇宇宙宙エエレレベベーータタ競競技技

創創作作作作品品写写真真

４４））地地産産地地消消商商品品アアイイデデアア ５５）） パパテテココンン ６６））発発明明協協会会発発明明くくふふうう展展

（（特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））大大分分県県発発明明くくふふうう展展応応募募

パテントコンテストに応募・入選が目標だが、特許出願を

前提としているため、ハードルが高い。発明協会の発明くふう展

は「創作の喜びや発明くふうの楽しさを知ってもらい、その創造

力を育てることを目的」としており、応募へのハードルが低く、

生徒も気軽に応募できる。また、評価を受けることでモチベーシ

ョンが高まり、他の生徒への波及効果もある。

今後も パテントコンテストと発明くふう展への応募に取り

組みたい。

７７））発発明明くくふふうう展展作作品品紹紹介介
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工１４ 学学校校名名 鹿鹿児児島島県県立立薩薩南南工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 上野正善

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 専専門門高高校校のの特特性性をを活活かかししたた地地域域振振興興へへのの取取りり組組みみをを通通ししてて知知的的財財産産学学習習をを推推進進すするる

年年間間のの取取組組内内容容  時時

期期  

該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀ 工業技術基礎で知的財産権を学ぶ

創創造造

創創造造しし表表現現すす

るる体体験験

ㇾ 創造性を鍛える

➁ 生活の不便さから改善品を考える ㇾ 情報を利用する能力

➂ 外部講師による講演及び研修 ㇾ 発想・技術を表現する能力

④ 課題研究での地域と連携した活動 ㇾ 観察力を鍛える

⑤ 発想力や創造力を伸ばす実習 ㇾ 技術を体系的に把握する能力

⑥ ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄを目指したｱｲﾃﾞｱ募集   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

ㇾ 商品や社会とのつながりの理解

➆ ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ応募 ㇾ 保護・尊重する意識

⑧ 先進校視察や他校ｾﾐﾅｰ参加 ㇾ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ 課題研究のまとめと発表 ㇾ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

ㇾ 権利を活用する能力

⑪ ㇾ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理

解解

ㇾ 制度の学習

⑬ ㇾ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

全校生徒・職員対象の講演を初めて実施。特別授業や研修会も行い知

財について全体に広める機会を持った。知的財産権と私たちの関わりに

ついて少し理解できたと答えた生徒が 62.4%。今後の取り組み次第では更

に向上させることも期待できる。また，地域と連携した活動も徐々に活発

になってきている。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ☑☑全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・知的財産に関する講演会・特別授業・職員研修を実施。 

・校内アイデア募集を実施。応募件数 74件のうち，5件について試作等を行いﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄに応募。残念ながら

入賞はならなかったが，多くのアイデアが集まった。 

・課題研究の活動を通して地域の行事に関わり，企業とも連携してものづくりを実施できた。 

・他校の知財セミナーに参加し，知財教育に関する理解を深めることができた。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ④④  ]]  

成成果果

内内容容  
・企業と連携したものづくりを通して，地域の行事に貢献した。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・企業の方々と意見を出し合う中で積極的な態度や自分の意見を主張する力が身に付いてきた。 

・アイデアを実現していく経験の中で，創意工夫する力や行動する力がついてきた。 

そそのの

根根拠拠  

・ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄに向けたアイデア募集でも課題研究に取り組んだ全員が提出した。 

・企業の方々から高校生のアイデアが素晴らしいとの評価を得た。 

今今後後のの課課題題
・ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄの応募につなげるためには新規性や進歩性の理解や J-PlatPatの検索方法を習得する必要がある。 

・学科やクラスによって温度差がある。 

課課題題へへのの対対応応
・全体での講演や研修を今後も継続し，全生徒が知財に触れる機会を設定していく。 

・各学科で地域と連携した取り組みを行っているが，知財の要素を取り入れていけるように研修を実施する。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））工工業業基基礎礎 法法実実施施のの様様子子（（写写真真 ））ﾊﾊﾟ゚ﾃﾃﾝﾝﾄﾄｺｺﾝﾝﾃﾃｽｽﾄﾄにに向向けけたた試試作作のの様様子子 （（写写真真 ））加加治治木木工工業業高高校校

知知財財セセミミナナーーにに参参加加

（（写写真真 ））知知財財講講演演会会のの様様子子

（（表表１１））講講演演会会前前後後ののアアンンケケーートト結結果果

（（例例：：特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））ももののづづくくりりをを通通ししたた地地域域連連携携のの取取組組ににつついいてて

南九州市知覧町では毎年 月に知覧ねぷた祭りが開催されます。本校もこの祭りに毎年

参加しています。今年はそのねぷたの照明に何か工夫ができないか情報技術科 年生の課

題研究の中で検討を行いました。単に光らせるだけでなく色の工夫，点灯のタイミン

グ，取り付けの位置等様々な側面から検討を行いました。「 のツイートに合わせて光

らせる」「側面に内側から映像を映して

変化させる」等様々なアイデアが出されま

した。そのアイデアを元に地元企業の方々

とミーティングを行い，技術的な指導を受

けることで，音に反応して点滅させる

とねぷた絵の表情をつけるような を取

りつけることに成功しました。

自分たちのアイデアを伝えることの難し

さや実現していくことの大変さを感じ，

今後生徒達が新しいものを創り出していく

上で貴重な経験になったと考えています。

（（例例））取取組組のの様様子子のの写写真真
Ⅱ - 44



様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工１４ 学学校校名名 鹿鹿児児島島県県立立薩薩南南工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 上野正善

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 専専門門高高校校のの特特性性をを活活かかししたた地地域域振振興興へへのの取取りり組組みみをを通通ししてて知知的的財財産産学学習習をを推推進進すするる

年年間間のの取取組組内内容容  時時

期期  

該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀ 工業技術基礎で知的財産権を学ぶ

創創造造

創創造造しし表表現現すす

るる体体験験

ㇾ 創造性を鍛える

➁ 生活の不便さから改善品を考える ㇾ 情報を利用する能力

➂ 外部講師による講演及び研修 ㇾ 発想・技術を表現する能力

④ 課題研究での地域と連携した活動 ㇾ 観察力を鍛える

⑤ 発想力や創造力を伸ばす実習 ㇾ 技術を体系的に把握する能力

⑥ ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄを目指したｱｲﾃﾞｱ募集   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

ㇾ 商品や社会とのつながりの理解

➆ ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄ応募 ㇾ 保護・尊重する意識

⑧ 先進校視察や他校ｾﾐﾅｰ参加 ㇾ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨ 課題研究のまとめと発表 ㇾ 手続の理解

⑩ 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

ㇾ 権利を活用する能力

⑪ ㇾ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理

解解

ㇾ 制度の学習

⑬ ㇾ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

全校生徒・職員対象の講演を初めて実施。特別授業や研修会も行い知

財について全体に広める機会を持った。知的財産権と私たちの関わりに

ついて少し理解できたと答えた生徒が 62.4%。今後の取り組み次第では更

に向上させることも期待できる。また，地域と連携した活動も徐々に活発

になってきている。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 ☑☑全全校校でで実実施施    □□教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・知的財産に関する講演会・特別授業・職員研修を実施。 

・校内アイデア募集を実施。応募件数 74件のうち，5件について試作等を行いﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄに応募。残念ながら

入賞はならなかったが，多くのアイデアが集まった。 

・課題研究の活動を通して地域の行事に関わり，企業とも連携してものづくりを実施できた。 

・他校の知財セミナーに参加し，知財教育に関する理解を深めることができた。 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ④④  ]]  

成成果果

内内容容  
・企業と連携したものづくりを通して，地域の行事に貢献した。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・企業の方々と意見を出し合う中で積極的な態度や自分の意見を主張する力が身に付いてきた。 

・アイデアを実現していく経験の中で，創意工夫する力や行動する力がついてきた。 

そそのの

根根拠拠  

・ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄに向けたアイデア募集でも課題研究に取り組んだ全員が提出した。 

・企業の方々から高校生のアイデアが素晴らしいとの評価を得た。 

今今後後のの課課題題
・ﾊﾟﾃﾝﾄｺﾝﾃｽﾄの応募につなげるためには新規性や進歩性の理解や J-PlatPatの検索方法を習得する必要がある。 

・学科やクラスによって温度差がある。 

課課題題へへのの対対応応
・全体での講演や研修を今後も継続し，全生徒が知財に触れる機会を設定していく。 

・各学科で地域と連携した取り組みを行っているが，知財の要素を取り入れていけるように研修を実施する。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））工工業業基基礎礎 法法実実施施のの様様子子（（写写真真 ））ﾊﾊﾟ゚ﾃﾃﾝﾝﾄﾄｺｺﾝﾝﾃﾃｽｽﾄﾄにに向向けけたた試試作作のの様様子子 （（写写真真 ））加加治治木木工工業業高高校校

知知財財セセミミナナーーにに参参加加

（（写写真真 ））知知財財講講演演会会のの様様子子

（（表表１１））講講演演会会前前後後ののアアンンケケーートト結結果果

（（例例：：特特記記すすべべきき取取組組とと成成果果））ももののづづくくりりをを通通ししたた地地域域連連携携のの取取組組ににつついいてて

南九州市知覧町では毎年 月に知覧ねぷた祭りが開催されます。本校もこの祭りに毎年

参加しています。今年はそのねぷたの照明に何か工夫ができないか情報技術科 年生の課

題研究の中で検討を行いました。単に光らせるだけでなく色の工夫，点灯のタイミン

グ，取り付けの位置等様々な側面から検討を行いました。「 のツイートに合わせて光

らせる」「側面に内側から映像を映して

変化させる」等様々なアイデアが出されま

した。そのアイデアを元に地元企業の方々

とミーティングを行い，技術的な指導を受

けることで，音に反応して点滅させる

とねぷた絵の表情をつけるような を取

りつけることに成功しました。

自分たちのアイデアを伝えることの難し

さや実現していくことの大変さを感じ，

今後生徒達が新しいものを創り出していく

上で貴重な経験になったと考えています。

（（例例））取取組組のの様様子子のの写写真真
Ⅱ - 45



様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工１５ 学学校校名名 鹿鹿児児島島県県立立川川内内商商工工高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 齋藤 俊

ねねららいい

（（印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 知知的的創創造造物物具具現現化化ののたためめのの発発想想法法とと技技術術力力向向上上

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番

号号  

  知知財財学学習習のの要要素素  

➀工業技術基礎で知財を学ぶ 年間

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

創造性を鍛える

➁ 年実習で知財を学ぶ 年間 情報を利用する能力

➂ 年デザイン技術で知財を学ぶ 年間 ﾚ 発想・技術を表現する能力

④ 年実習で知財を学ぶ 年間 ﾚ 観察力を鍛える

⑤課題研究で知財を学ぶ 年間 技術を体系的に把握する能力

⑥製図で知財を学ぶ 年間   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

ﾚ 商品や社会とのつながりの理解

➆同好会で知財を学ぶ 年間 ﾚ 保護・尊重する意識

⑧家具工房を訪問 ﾚ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨建具工房を訪問 ﾚ 手続の理解

⑩講演会を実施 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

ﾚ 権利を活用する能力

⑪職員研修会を実施 ﾚ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解  
ﾚ 制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

生徒に 4月と 12月に知的財産に関する同一のアンケートを実施した。授

業が３パートのうち２パートが済みで５０％。２パートのうち１パートが済み

４０％程度の授業での取り扱いがあったと見受けられた。 

 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・インテリア科の実技科目の全てを対象に、どのような知的財産教育が含まれるが確認できた。（写真１） 

・鹿児島大学色彩環境学研究室から講師を招き、商標登録に関する講演会を行った。 

・職員研修を行い、学校における著作権の特例や申し込みの内容を確認し９６％が理解したと回答した。また、

全職員から「高校生に知財教育は必要である。」という回答を得た。（写真１）（写真２） 

・ 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑧⑧  ]]  

成成果果

内内容容  

・3 年生の製図の創作課題において、ブレストとマインドマップを活用しアイデアをまとめた。さらに作品タイトル

案を検索エンジンやＪプラットパットで検索しオリジナルタイトルをつけることができた。（写真３） 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・昨年のタイトル案では「○○の家」など、簡単な単語の組合せが多く見られた。今年のタイトル案では、意味や

由来から単語を組み合わせた造語や当て字によるオリジナルタイトルを考えることができた。 

そそのの

根根拠拠  

・検索率は義務付けたため１００％である。９２％が造語と当て字による重複の無いオリジナルタイトルであっ

た。７％は重複がない単語等で、残りはアルファベットの大文字と小文字のだけの差のものであった。 

今今後後のの課課題題
・著作権の学校における特例や発想の指導で「知的財産の一環である」ということを伝えていないことがあり、

生徒が本取組との関連を理解していないことがある。 

課課題題へへのの対対応応
・知的財産との関係を含めた指導を行う。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○

○○

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））板板書書例例

（（写写真真 ））職職員員研研修修ススラライイドドのの一一部部

「「タタイイトトルル案案検検索索でで知知的的財財産産教教育育」」ににつついいてて

インテリア科 年の科目：製図の卒業

設計の創作活動において使用したタイト

ル案検索のワークシートである。

タイトル案を考えたらシート下部の

「検索エンジン名」、「検索内容」を記

入し検索を行う。今年度は初めての取組

のため、「一般の検索エンジンまたはＪ

プラットパットによる検索」とした。検

索結果を記入し同一のものが無ければ作

品タイトルとして可とした。その他の条

件では、販売されている商品を例に造語

によるオリジナル名について学習し、造

語を推奨することとした。

タイトルや商品名を付けることで、多

様な創作活動で他者の権利を傷つけない人材の育成に繋げることができる。

科目：工業技術基礎 木工班で

のまとめで関連する知的財産に触

れている様子。職員研修では、実

際の授業の板書を活用し、これま

での授業内容に含まれる知的財産

教育に目を向けることについての

時間を設けた。

職員研修では、著作権の学校に

おける特例について触れ、専門教

科だけでなく全職員での取組事項

であることを確認した。

同時に実施したアンケートでは

参加職員全員が「高校生に知財教

育は必要」と回答し、来年度の活

動に繋がるものとなった。

（（写写真真 ））タタイイトトルル案案検検索索シシーートト
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工１５ 学学校校名名 鹿鹿児児島島県県立立川川内内商商工工高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 齋藤 俊

ねねららいい

（（印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 知知的的創創造造物物具具現現化化ののたためめのの発発想想法法とと技技術術力力向向上上

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番

号号  

  知知財財学学習習のの要要素素  

➀工業技術基礎で知財を学ぶ 年間

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

創造性を鍛える

➁ 年実習で知財を学ぶ 年間 情報を利用する能力

➂ 年デザイン技術で知財を学ぶ 年間 ﾚ 発想・技術を表現する能力

④ 年実習で知財を学ぶ 年間 ﾚ 観察力を鍛える

⑤課題研究で知財を学ぶ 年間 技術を体系的に把握する能力

⑥製図で知財を学ぶ 年間   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

ﾚ 商品や社会とのつながりの理解

➆同好会で知財を学ぶ 年間 ﾚ 保護・尊重する意識

⑧家具工房を訪問 ﾚ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨建具工房を訪問 ﾚ 手続の理解

⑩講演会を実施 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

ﾚ 権利を活用する能力

⑪職員研修会を実施 ﾚ 産業や経済との関係性の理解

⑫ 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解  
ﾚ 制度の学習

⑬ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

生徒に 4月と 12月に知的財産に関する同一のアンケートを実施した。授

業が３パートのうち２パートが済みで５０％。２パートのうち１パートが済み

４０％程度の授業での取り扱いがあったと見受けられた。 

 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ■■教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

・インテリア科の実技科目の全てを対象に、どのような知的財産教育が含まれるが確認できた。（写真１） 

・鹿児島大学色彩環境学研究室から講師を招き、商標登録に関する講演会を行った。 

・職員研修を行い、学校における著作権の特例や申し込みの内容を確認し９６％が理解したと回答した。また、

全職員から「高校生に知財教育は必要である。」という回答を得た。（写真１）（写真２） 

・ 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑧⑧  ]]  

成成果果

内内容容  

・3 年生の製図の創作課題において、ブレストとマインドマップを活用しアイデアをまとめた。さらに作品タイトル

案を検索エンジンやＪプラットパットで検索しオリジナルタイトルをつけることができた。（写真３） 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

・昨年のタイトル案では「○○の家」など、簡単な単語の組合せが多く見られた。今年のタイトル案では、意味や

由来から単語を組み合わせた造語や当て字によるオリジナルタイトルを考えることができた。 

そそのの

根根拠拠  

・検索率は義務付けたため１００％である。９２％が造語と当て字による重複の無いオリジナルタイトルであっ

た。７％は重複がない単語等で、残りはアルファベットの大文字と小文字のだけの差のものであった。 

今今後後のの課課題題
・著作権の学校における特例や発想の指導で「知的財産の一環である」ということを伝えていないことがあり、

生徒が本取組との関連を理解していないことがある。 

課課題題へへのの対対応応
・知的財産との関係を含めた指導を行う。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

○○ ○○ ○○

○○ ○○ ○○

○○

＜写真・図表等掲載欄＞

（（写写真真 ））板板書書例例

（（写写真真 ））職職員員研研修修ススラライイドドのの一一部部

「「タタイイトトルル案案検検索索でで知知的的財財産産教教育育」」ににつついいてて

インテリア科 年の科目：製図の卒業

設計の創作活動において使用したタイト

ル案検索のワークシートである。

タイトル案を考えたらシート下部の

「検索エンジン名」、「検索内容」を記

入し検索を行う。今年度は初めての取組

のため、「一般の検索エンジンまたはＪ

プラットパットによる検索」とした。検

索結果を記入し同一のものが無ければ作

品タイトルとして可とした。その他の条

件では、販売されている商品を例に造語

によるオリジナル名について学習し、造

語を推奨することとした。

タイトルや商品名を付けることで、多

様な創作活動で他者の権利を傷つけない人材の育成に繋げることができる。

科目：工業技術基礎 木工班で

のまとめで関連する知的財産に触

れている様子。職員研修では、実

際の授業の板書を活用し、これま

での授業内容に含まれる知的財産

教育に目を向けることについての

時間を設けた。

職員研修では、著作権の学校に

おける特例について触れ、専門教

科だけでなく全職員での取組事項

であることを確認した。

同時に実施したアンケートでは

参加職員全員が「高校生に知財教

育は必要」と回答し、来年度の活

動に繋がるものとなった。

（（写写真真 ））タタイイトトルル案案検検索索シシーートト

Ⅱ - 47



様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工１６ 学学校校名名 沖沖縄縄県県立立沖沖縄縄工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 宮城 司

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 問問題題解解決決にに向向けけたた発発想想力力ととアアイイデディィアア等等のの表表現現力力のの育育成成

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀コンテストに向けた取り組み ４ (1),(13) 

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

➁アイディア発想練習（KJ法） ４ (２),(3),(4) レ 情報を利用する能力

➂知財学習（特許、意匠定義学習） ５ (12), レ 発想・技術を表現する能力

④J-Platpat活用 ５ (2),(7),(10) レ 観察力を鍛える

⑤アイディアの試作 ６ (1),(3) レ 技術を体系的に把握する能力

⑥内容再検討・試作 ７ (1),(2),(3),(13)   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

➆コンテスト等へ向けた資料作成 ７ (3),(5) レ 保護・尊重する意識

⑧特許権・意匠権についての学習 １０ (6),(7),(11) レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨特許模擬出願書類作成 １１ (3),(5),(8),(9) レ 手続の理解

⑩アイディア紹介ビデオ作成 １０ (3),(5) 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪特許や意匠の制度・権利について １２ (6),(7),(11),(12) レ 産業や経済との関係性の理解

⑫商標や著作権等について １ (11),(12) 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
レ 制度の学習

⑬課題研究発表資料まとめ １ (3),(5),(8) レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

年間取組内容の 13 項目中、①～⑧、⑩の９項目が終了。⑨、⑪は現在

取り組んでいるところである。⑫、⑬は１月から取り組む予定のため、若

干遅れているところはあるが、すべての取り組みが完了する予定である。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ☑☑教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

４月は知的財産権について、９１％が聞いたことがあるが、６４％が内容をまったく知らず、アイディアもなかなか

発掘できない状態であったが、取り組みで以下のような結果となった。 

① アイディア発想・具現化、応募書類作成を通して、アイディアの表現力・創造力が身についた ・・・ ９１％ 

② アイディアを改良してより良くすることができる ・・・ ６７％ 

③ 意匠権について、意匠権になるデザインがどのようなものか分かった ・・・ ９１％ 

④ 学習を通して身についたこと（生徒より） ・・・ 創造力、イメージ力、考えや視点、文章力 

⑤ 先行事例等から、アイディアの具現化・改良を行うことができる 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑤⑤  ]]  

成成果果

内内容容  

パテントコンテスト、デザインパテントコンテストにおいて、アイディアの具現化及び、文章にて自らのアイディア

の表現力を活かすことができた。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

アイディアを考えることが苦手な生徒が多く、既存の組み合わせのアイディアが多かったが、セミナーや講習

会、学習を通して、生徒自身が、発想力や表現力、物の着眼点についての力が身についたと実感している。 

そそのの

根根拠拠  

アンケートによる生徒自身の聞き取り （創造力、イメージ力、表現力、想像力が豊かになった等） 

パテントコンテスト事前審査１件通過、デザインパテントコンテスト最終審査１件通過 

今今後後のの課課題題
化学情報では、試作品をもとにした模擬出願書類の作成と試作品の手直し。 

課題研究において、発表に向けて、オリジナルの蒸留装置の開発・改良。 

課課題題へへのの対対応応
化学情報では、コンテストの結果から、アイディアを再考させ、次年度に生かす。 

課題研究では、蒸留装置を完成させる。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

意意匠匠権権のの勉勉強強でで、、身身ににつついいたたここととははななににかか？？

創造力

メンタル

意匠権のこと

想像力が豊かになった

出願方法が一通り分かったこと

権がいろいろわかった

発明の仕方

どんな作品が意匠として選ばれるかわかった

イメージ力

デザインの大切さ

意匠権などに関する法律の知識

意匠権という存在を知った

想像力

願書を書くときに文章力が身についたと思います

考え方や視点

意匠について

意匠権の登録の仕方の流れがわかりました

表現力

グラフ１ コンテスト取組後のアイディア表現力の定着

グラフ２ コンテスト取組後の文章表現力の定着表１ 取組での生徒の意識

写真７ 課題研究の蒸留実験① 写真８ 課題研究の蒸留実験② 写真９ 取組展示の様子

写真４ 弁理士による講習 写真５ 類似権利の調査 写真６ 試作品作成

写真１ 知的財産権講習 写真２ アイディアの検討 写真３ 検索講習
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様様式式６６

令令和和元元年年度度 実実践践事事例例報報告告書書

学学校校番番号号 工１６ 学学校校名名 沖沖縄縄県県立立沖沖縄縄工工業業高高等等学学校校 担担当当教教員員名名 宮城 司

ねねららいい

（（○○印印））

ａ）知財の重要性 ｂ）法制度・出願 ｃ）課題解決（創造性開発・課題研究・商品開発等）

ｄ）地域との連携活動 ｅ）人材育成（学習意欲向上、意識変化等 ） ｆ）学校組織・運営体制

関関連連法法 ○○印印 ａａ））特特許許・・実実用用 ｂｂ））意意匠匠 ｃｃ））商商標標 ｄｄ））そそのの他他（（ ））

取取組組テテーーママ 問問題題解解決決にに向向けけたた発発想想力力ととアアイイデディィアア等等のの表表現現力力のの育育成成

年年間間のの取取組組内内容容  時時期期  該該当当すするる要要素素のの番番号号    知知財財学学習習のの要要素素  

➀コンテストに向けた取り組み ４ (1),(13) 

創創造造

創創造造しし表表現現すするる

体体験験

レ 創造性を鍛える

➁アイディア発想練習（KJ法） ４ (２),(3),(4) レ 情報を利用する能力

➂知財学習（特許、意匠定義学習） ５ (12), レ 発想・技術を表現する能力

④J-Platpat活用 ５ (2),(7),(10) レ 観察力を鍛える

⑤アイディアの試作 ６ (1),(3) レ 技術を体系的に把握する能力

⑥内容再検討・試作 ７ (1),(2),(3),(13)   

22..保保護護  

財財産産ととししてて保保護護・・

尊尊重重すするる意意識識

レ 商品や社会とのつながりの理解

➆コンテスト等へ向けた資料作成 ７ (3),(5) レ 保護・尊重する意識

⑧特許権・意匠権についての学習 １０ (6),(7),(11) レ 技術等と権利の対応関係を把握する能力

⑨特許模擬出願書類作成 １１ (3),(5),(8),(9) レ 手続の理解

⑩アイディア紹介ビデオ作成 １０ (3),(5) 33..活活用用  

社社会会でで活活用用すするる

知知恵恵とと行行動動力力

レ 権利を活用する能力

⑪特許や意匠の制度・権利について １２ (6),(7),(11),(12) レ 産業や経済との関係性の理解

⑫商標や著作権等について １ (11),(12) 44..知知識識  

社社会会制制度度のの理理解解
レ 制度の学習

⑬課題研究発表資料まとめ １ (3),(5),(8) レ 専門家、資格制度の関する知識

令令和和 22年年 33月月 3311

日日時時点点のの目目標標  

達達成成見見込込  

  

((展展開開型型  

--計計画画年年進進捗捗))

A ほぼ達成（9割以上） 判

断

理

由 

年間取組内容の 13 項目中、①～⑧、⑩の９項目が終了。⑨、⑪は現在

取り組んでいるところである。⑫、⑬は１月から取り組む予定のため、若

干遅れているところはあるが、すべての取り組みが完了する予定である。 

B 概ね達成（7割以上）

C 不十分である 割以下

D ほとんど達成できていない

（ 割以下）

実実施施方方法法 □□全全校校でで実実施施    ☑☑教教科科・・学学科科でで実実施施    □□特特別別活活動動でで実実施施    □□そそのの他他（（                                            ））  

本本取取組組のの状状況況
（（ななるるべべくく具具体体的的

なな数数値値ととととももにに記記

載載ををおお願願いいししまま

すす））  

４月は知的財産権について、９１％が聞いたことがあるが、６４％が内容をまったく知らず、アイディアもなかなか

発掘できない状態であったが、取り組みで以下のような結果となった。 

① アイディア発想・具現化、応募書類作成を通して、アイディアの表現力・創造力が身についた ・・・ ９１％ 

② アイディアを改良してより良くすることができる ・・・ ６７％ 

③ 意匠権について、意匠権になるデザインがどのようなものか分かった ・・・ ９１％ 

④ 学習を通して身についたこと（生徒より） ・・・ 創造力、イメージ力、考えや視点、文章力 

⑤ 先行事例等から、アイディアの具現化・改良を行うことができる 

最最もも成成

果果がが見見

らられれたた

取取組組  

  

[[  ⑤⑤  ]]  

成成果果

内内容容  

パテントコンテスト、デザインパテントコンテストにおいて、アイディアの具現化及び、文章にて自らのアイディア

の表現力を活かすことができた。 

生生徒徒・・

学学生生にに

見見らられれ

たた変変化化  

アイディアを考えることが苦手な生徒が多く、既存の組み合わせのアイディアが多かったが、セミナーや講習

会、学習を通して、生徒自身が、発想力や表現力、物の着眼点についての力が身についたと実感している。 

そそのの

根根拠拠  

アンケートによる生徒自身の聞き取り （創造力、イメージ力、表現力、想像力が豊かになった等） 

パテントコンテスト事前審査１件通過、デザインパテントコンテスト最終審査１件通過 

今今後後のの課課題題
化学情報では、試作品をもとにした模擬出願書類の作成と試作品の手直し。 

課題研究において、発表に向けて、オリジナルの蒸留装置の開発・改良。 

課課題題へへのの対対応応
化学情報では、コンテストの結果から、アイディアを再考させ、次年度に生かす。 

課題研究では、蒸留装置を完成させる。 

「本資料内の写真、イラスト、引用文献等の承諾が必要なものにつきましては、権利者の承諾を得ていることを申し添えます。」

＜写真・図表等掲載欄＞

意意匠匠権権のの勉勉強強でで、、身身ににつついいたたここととははななににかか？？

創造力

メンタル

意匠権のこと

想像力が豊かになった

出願方法が一通り分かったこと

権がいろいろわかった

発明の仕方

どんな作品が意匠として選ばれるかわかった

イメージ力

デザインの大切さ

意匠権などに関する法律の知識

意匠権という存在を知った

想像力

願書を書くときに文章力が身についたと思います

考え方や視点

意匠について

意匠権の登録の仕方の流れがわかりました

表現力

グラフ１ コンテスト取組後のアイディア表現力の定着

グラフ２ コンテスト取組後の文章表現力の定着表１ 取組での生徒の意識

写真７ 課題研究の蒸留実験① 写真８ 課題研究の蒸留実験② 写真９ 取組展示の様子

写真４ 弁理士による講習 写真５ 類似権利の調査 写真６ 試作品作成

写真１ 知的財産権講習 写真２ アイディアの検討 写真３ 検索講習
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